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作
者
コ
メ
ン
ト

　

市
報
に
の
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
う
れ
し
く

思
っ
て
い
ま
す
。
私
が
生
ま
れ
育
っ
た
神
埼
が
、

こ
れ
か
ら
も
平
和
で
み
ん
な
が
幸
せ
で
あ
っ
て
ほ

し
い
と
思
い
を
込
め
て
書
き
ま
し
た
。

　

来
年
か
ら
中
学
生
に
な
り
ま
す
。
書
道
と
同
様

力
を
入
れ
て
き
た
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
も
頑
張
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

３ 

月

自
殺
予
防
対
策
強
化
月
間 

�
�
�
�
�
�
�
�

４

市
長
の
部
屋
／
夜
の
市
長
室 

�
�
�
�
�
�
�

６

さ
が
桜
マ
ラ
ソ
ン
２
０
１
７ 

�
�
�
�
�
�
�

７

輝
け
る
未
来
の
た
め
に　

市
役
所
の
職
場
紹
介

 

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
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８

救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
配
布
／
防
災
メ
ー
ル
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�
�
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�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
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10

休
日
窓
口
開
庁
／
本
人
通
知
制
度
／
下
水
道
使
用

の
届
出
を
お
願
い
し
ま
す 

�
�
�
�
�
�
�
�

11

国
民
健
康
保
険
証
が
新
し
く
な
り
ま
す 

�
�
�

12

小
・
中
学
生
、
高
校
生
等
の
医
療
費
受
給
資
格
申

請
／
不
妊
治
療
費
助
成 

�
�
�
�
�
�
�
�
�

13

母
子
保
健
推
進
員
募
集
／
子
ど
も
予
防
接
種
週
間
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風
し
ん
予
防
接
種
費
用
助
成
／
神
埼
ま
ち
あ
る
き
・

神
埼
塾
受
講
者
募
集
／
国
民
年
金
の
任
意
加
入
制

度 

�
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�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

15

廃
車
・
名
義
変
更
の
手
続
き
／
さ
わ
や
か
ス
ポ
レ

ク
祭
／
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
完
了 

�
�
�

16

政
策
推
進
室
だ
よ
り 

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

17

給
食
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
／
ご
み
を
減
ら
す
３
Ｒ
／

交
通
安
全
情
報
／
ア
ル
ミ
缶
回
収 

�
�
�
�
�

18

進
め
よ
う
！
男
女
共
同
参
画 

�
�
�
�
�
�
�

19

物
産
館
情
報
／
水
車
の
里
遊
学
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー
／

神
埼
市
消
費
者
相
談
窓
口
よ
り 

�
�
�
�
�
�

20

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
タ
イ
ム
／
は
ん
ぎ
ー
ホ
ー
ル
行
事

予
定
／
公
民
館
実
績
報
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�
�
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�
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21

図
書
館
か
ら
の
お
知
ら
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�
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�
�

22

神
埼
市
青
少
年
育
成
だ
よ
り 

�
�
�
�
�
�
�

23

お
む
す
び
チ
ー
ム
か
ら
の
お
知
ら
せ
／
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り 

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

24

こ
ど
も
健
康
カ
レ
ン
ダ
ー
／
日
曜
祝
日
在
宅
当
番

医
／
献
血
に
ご
協
力
を 

�
�
�
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�
�
�
�
�
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�
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吉
野
ヶ
里
ロ
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レ
ー
ス
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神
埼
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�
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輝
い
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い
る
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／
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ー
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�
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（平成29年１月末日現在）

●人　口　32,028人（対前月－10人）

　　　　   （男／ 15,362人　女／ 16,666人）
●世帯数　11,582世帯（対前月－９世帯）

平日　８：30 ～ 17：15

　※毎週火曜日は、市民課窓口は19時まで受付。（本庁のみ）

国民健康保険税（10期）

・「よかね神埼」ぶんぶんテレビの15分番組
　毎月第３・４週
　８：30 ～、12：30 ～、21：30 ～
※番組編成により放送時間が変更になる場合があります。
・「ＭＹ ＤＥＡＲ 神埼」ＦＭ佐賀 毎週水曜日　12：00 ～

　

２
月
５
日
、
今
年
も
「
神
幸
節
分
祭
・
か
ん
ざ

き
櫛
田
の
市
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

か
ん
ざ
き
櫛
田
の
市
は
、
毎
月
第
一
土
曜
日
に

地
元
自
治
会
と
Ｃ
Ｓ
Ｏ
活
動
を
行
う
団
体
を
中
心

に
、
市
民
協
働
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
櫛
田
の
市
を
よ
り
盛
り
上
げ
よ
う
と
、
毎

年
２
月
に
、
年
男
年
女
な
ど
が
福
豆
ま
き
を
行
う

「
神
幸
節
分
祭
」
が
行
わ
れ
ま
す
。
櫛
田
宮
の
参
道

入
り
口
で
は
、
大
き
な
お
多
福
面
が
来
客
者
を
笑

顔
で
出
迎
え
ま
す
。

　

地
域
の
除
災
招
福
と
櫛
田
宮
や
中
心
市
街
地
の

賑
わ
い
創
造
を
願
っ
て
開
催
さ
れ
て
お
り
、
今
年

も
多
く
の
人
が
参
加
。
今
年
は
、
長
崎
街
道
門
前

広
場
の
整
備
も
進
み
、
さ
ら
な
る
地
域
の
賑
わ
い

と
発
展
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

今
月
の
表
紙

「
神
幸
節
分
祭
・
か
ん
ざ
き
櫛
田
の
市
」

 　      25日（土）、26（日）

　　19日（日）

３月 ７日（火）

 　      29日（水）

休日窓口開庁

さが桜マラソン2017

夜の市長室

神埼市長旗全国選抜中学生剣道大会
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３月は自殺対策強化月間です
◎問い合わせ　健康増進課　健康増進係　☎51-1234

　３月は一年の中でも自殺者が最も多い傾向にあります。就職や転勤、進学、引っ越し、家族や友人との別れなど
生活環境が大きく変化し、ストレスを受けやすい時期に当たることも自殺者が増える要因と言われています。

　悩みを抱えている方に、市ではさまざまな相談を行っています。それぞれ専門の相談員が対応します。一人で悩
まず、話してみませんか。

※その他にも行政・人権相談、消費生活相談、くらしの相談などさまざま相談を行っています。
　詳しくは28ページをご覧ください。

◇佐賀県の自殺の現状
　平成27年の全国の自殺者数は2万4,025人、佐賀県
は157人です。全国的にも自殺者数は年々減少傾向にあ
りますが、いまだ多くの方が自殺に追い込まれています。
　佐賀県では、50代から60代の働きざかりの中高年に
自殺者数が多い傾向にあります。
　自殺の原因で最も多いのが健康問題、２位が経済・生
活問題、３位が家庭問題です。しかしながら、さまざま
な要因が絡み合って自殺につながっていると考えられま
す。

※警察庁資料より作成

悩みを抱えている方へ

こころの健康相談 いじめ・体罰・悩み等相談生活の総合相談窓口

うつ いじめ借金心配 しつけ病気不安 不登校仕事

　臨床心理士が対応します。完全
予約制で、秘密は厳守します。
相談日：３月23日（木）
　　　  13：30 ～ 15：30
場所・問い合わせ：
　神埼町保健センター
　☎51-1234

　学校生活、家庭での心配悩みご
と。電話相談も対応します。
相談日：月・木曜日
　　　　8：30 ～ 17：15
場　所：千代田支所
　　　　2-3会議室
電話相談：☎44-5622

　生活が苦しい、仕事がないなど
生活全般のお困りに。
相談日：随時
場所・問い合わせ：
神埼市生活自立支援センター

（千代田町福祉センター内）
☎97-6730

35,000

30,000

25,000

20,000

15,000

10,000

5,000

0

32,84532,845
31,69031,690 30,65130,651

27,85827,858 27,28327,283
25,42725,427

24,02524,025

自殺者の推移自殺者の推移
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　「ゲートキーパー」という言葉を知っていますか？
　ゲートキーパーとは、悩んでいる人に気づき、声をかけ、話を聞いて、必要な支援につなげ、見守る人のことです。
自殺予防では、悩んでいる人に寄り添い、関わりを通して「孤立・孤独」を防ぎ、支援することが重要です。一人
でも多くの人がゲートキーパーになり、専門性の有無にかかわらず、それぞれの立場でできることから行動を起こ
していくことが自殺予防につながります。
　まずは、声をかけることから始めてみませんか。

家族や仲間の変化に気づいて、声をかける
　発言や行動の変化、体調の変化など、こころの悩
みやさまざまな問題を抱えている人が発する周りへ
のサインになるべく早く気づきましょう。変化に気
づいたら、自分に出来る声かけをしていきましょう。

本人の気持ちを尊重し、
耳を傾ける
　悩みを話してくれたら、できる限り相手の言葉に
耳を傾けましょう。話題をそらしたり、訴えや気持
ちを否定したり、表面的な励ましをしたりすること
は逆効果です。本人の気持ちを尊重し、相手を大切
に思う自分の気持ちを伝えましょう。

早めに専門家に相談するよう促す
　こころの病気や社会・経済的な問題などを抱えて
いるようであれば、公的相談機関、医療機関等の専
門家への相談につなげましょう。相談を受けた側も、
一人では抱え込まず、プライバシーに配慮した上で、
本人の置かれている状況や気持ちを理解してくれる
家族、友人、上司といったキーパーソンの協力を求め、
連携をとりましょう。

温かく寄り添いながら、じっくりと見守る
　身体やこころの健康状態について自然な雰囲気で
声をかけて、あせらずに優しく寄り添いながら見守
りましょう。

周りに悩んでいる人がいる方へ　～あなたにできること～

「こころの体温計」
メンタルヘルスチェックをしてみませんか?　
　最近、こころや身体の疲れを感じていませんか。
　自分自身のこころの健康状態に目を向けてみましょう。

　携帯電話を使って気軽にメンタルチェックができます。簡単
な質問に答えるだけで、心のストレス状況や落ち
込み度がわかるようになっています。
※パソコンをお持ちの方は、神埼市公式ホームペー

ジからもご利用になれます。
QRコードを読み込んでアクセス！

気づき・声かけ 傾聴

つなぎ 見守り

こころの状態が絵になって表示されます

ねこ
社会的な
ストレス

黒金魚
対人関係の
ストレス

水の透明度
落ち込み度

水槽のヒビ
住環境の
ストレス

赤金魚
自分自身の
ストレス

石
その他のストレス

勇気を出して
ひとこと

「なんか元気ないけど、大丈夫？」　
「どうしたの？辛そうだけど…」

「何か悩んでる？よかったら話して」
　　「何か力になれることはない？」
　　　　「眠れていますか？」
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市長の部屋

市
民
の
提
案
を
調
査

内
（
10
日
）
の
「
夜
の
市
長
室
」
で
、

市
民
の
方
か
ら
安
全
へ
の
提
案
を
い

た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
早
速
に
そ
の

調
査
と
検
討
を
行
っ
た
結
果
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

　

ま
ず
提
案
の
内
容
で
す
が
、「
テ

レ
ビ
放
送
で
、
絶
対
に
ブ
レ
ー
キ
と

ア
ク
セ
ル
を
踏
み
違
う
こ
と
の
な
い

装
置
が
販
売
さ
れ
、
さ
ら
に
、
あ
る

自
治
体
で
は
装
着
費
の
補
助
が
な
さ

れ
て
い
る
」
と
の
こ
と
で
、「
市
で

も
助
成
を
し
て
、
事
故
対
策
に
取
り

組
む
価
値
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
」

と
の
ご
指
摘
を
受
け
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
調
査
の
結
果
、
熊
本
県

　

最
近
、
テ
レ
ビ
、
新
聞
な
ど
に
、

高
齢
者
の
自
動
車
運
転
操
作
ミ
ス

に
よ
る
交
通
事
故
が
紹
介
さ
れ
、

中
で
も
、
ブ
レ
ー
キ
と
ア
ク
セ
ル

を
踏
み
間
違
え
て
の
痛
ま
し
い
事

故
の
報
道
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

佐
賀
県
内
の
交
通
事
故
発
生
件

数
（
人
口
10
万
人
当
た
り
）
は
、

全
国
で
５
年
連
続
ワ
ー
ス
ト
ワ
ン

を
記
録
し
て
お
り
、
非
常
に
不
名

誉
な
こ
と
で
す
。
県
内
の
市
町
別

で
は
、
吉
野
ヶ
里
町
と
神
埼
市
が

人
口
１
万
人
当
た
り
の
事
故
発
生

件
数
は
県
内
ラ
ン
キ
ン
グ
１
位
、

２
位
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
汚
名
を
晴
ら
す
た
め
、
改

め
て
２
月
14
日
に
神
埼
警
察
署
と

神
埼
市
お
よ
び
吉
野
ヶ
里
町
は
三

者
一
体
と
な
っ
て
、
地
元
の
団
体

等
に
事
故
撲
滅
、
安
全
運
転
に
つ

い
て
協
力
要
請
を
行
い
、
引
き
続

き
「
ま
ち
を
挙
げ
て
の
交
通
安
全

運
動
」
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
市

民
の
皆
さ
ん
に
は
現
状
認
識
と
安

全
運
転
を
は
じ
め
交
通
ル
ー
ル
を

厳
守
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

　

以
上
の
よ
う
な
交
通
事
故
状
況

に
あ
る
中
で
、
２
０
１
７
年
松
の

間
が
、
現
状
数
ヶ
月
待
ち

・
取
付
費
用
は
、
税
込
み
21
万
６

千
円
（
シ
ン
グ
ル
タ
イ
プ
：
右

足
操
作
用
）　

　

な
ど
が
同
社
の
チ
ラ
シ
や
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

神
埼
市
職
員
が
試
乗
し
ま
し
た

が
、「
短
時
間
の
試
乗
で
も
あ
り
、

事
故
防
止
に
有
効
、
無
効
の
判
断

は
し
難
い
」
と
の
報
告
を
受
け
た

と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
今
日
、
販
売
さ
れ
て
い

る
新
車
に
は
、
既
に
オ
ー
ト
ブ

レ
ー
キ
が
組
み
込
ま
れ
た
車
が
販

売
さ
れ
て
い
た
り
、
他
の
製
品
の

販
売
や
開
発
も
進
め
ら
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
多
方
面
か
ら
の
安
全

性
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　

要
す
る
に
、
ワ
ン
ペ
ダ
ル
の
導

入
に
は
、
今
後
も
技
術
の
進
歩
も

考
え
ら
れ
、
も
っ
と
十
分
な
研
究

が
必
要
だ
と
思
う
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
関
心
が
あ

る
方
は
、
防
災
危
機
管
理
課
（
☎

３
７
‐
０
１
０
４
）
ま
で
お
尋
ね

く
だ
さ
い
。

�
神
埼
市
長
　
松
本
　
茂
幸

玉
名
市
内
の
ナ
ル
セ
機
材
（
有
）
で

開
発
さ
れ
て
お
り
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

に
は
『
●
踏
み
間
違
い
の
事
故
を
防

止
。●
パ
ニ
ッ
ク
時
も
、即
停
止
。「
救

え
る
命
」「
防
げ
る
事
故
」
ワ
ン
ペ

ダ
ル
』
な
ど
の
見
出
し
が
あ
り
ま
し

た
。
ま
た
、
玉
名
市
で
は
「
玉
名
市

Ａ
Ｔ
ワ
ン
ペ
ダ
ル
整
備
費
補
助
金
交

付
要
綱
」
を
制
定
し
、
平
成
23
年
度

か
ら
25
年
度
ま
で
の
３
年
間
の
期
限

付
き
で
、
整
備
費
用
の
２
分
の
１
以

内
（
限
度
額
５
万
円
）
を
交
付
す
る

と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
要
綱
に

お
い
て
「
Ａ
Ｔ
ワ
ン
ペ
ダ
ル
」
と
は
、

オ
ー
ト
マ
チ
ッ
ク
車
に
お
け
る
ア
ク

セ
ル
ペ
ダ
ル
と
ブ
レ
ー
キ
ペ
ダ
ル
の

踏
み
間
違
い
防
止
の
た
め
に
、
横
押

し
式
の
ア
ク
セ
ル
レ
バ
ー
を
取
り
付

け
た
ブ
レ
ー
キ
ペ
ダ
ル
を
い
う
、
と

規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

同
市
の
補
助
金
の
申
請
件
数
は
、

23
年
度
30
件
、
24
年
度
20
件
、
25
年

度
７
件
の
合
計
57
件
だ
っ
た
と
い
う

こ
と
で
す
。

　

製
品
の
特
長
と
し
て
は
、

・
踏
み
間
違
い
が
起
こ
せ
な
い
構
造

・
停
止
距
離
が
短
縮
（
踏
み
替
え
の

タ
イ
ム
ラ
グ
が
縮
小
）

・
一
部
取
り
付
け
ら
れ
な
い
車
両
あ

り
・
全
国
か
ら
多
数
問
い
合
わ
せ
が
あ

り
、
通
常
１
ヶ
月
程
度
の
取
付
期

《
市
長
の
部
屋
》

夜の市長室 どんなことでも構いません。皆さまの声をお聞かせください！

◎問い合わせ　総務課　秘書広報係　☎37-0088

　○今後の予定
と　き ところ

３月７日（火） 18：00 ～ 20：00 脊振支所
４月４日（火） 18：00 ～ 20：00 神埼市役所

※当日は来庁順で受け付けを行います
（１組30分程度）。

※お住まいの地区に関係なくお越しい
ただけます。

２月分の千代田支所開催分には、４組５人が来庁されました。

◆交通事故発生件数（人口１万人当たり）市町ランキング
　（過去３年間ワースト順位）

H26年度 H27年度 H28年度

１位 江北町 江北町 吉野ヶ里町

２位 吉野ヶ里町 佐賀市 神埼市

３位 佐賀市 鳥栖市 佐賀市

４位 神埼市 吉野ヶ里町 江北町

５位 鳥栖市 神埼市 上峰町



7 市報かんざき 2017. ３月号

各課からのお知らせ

【馬場ボデー前】

【吉野ヶ里歴史公園内】

【ふるさと大橋西】
■応援パフォーマンス
〇出演者　神埼中学校吹奏楽部
〇出演時間（予定）　10：00 ～ 12：00

■応援パフォーマンス
〇出演者　神埼高等学校吹奏楽部
　　　　　神舞太皷
〇出演時間（予定）　10：15 ～ 12：40

■おふるまい
・神埼そうめん協同組合「そうめん」
・神埼市食生活改善推進協議会「ぜんざい」

■沿道の花
○場所　野寄交差点～平ヶ里交差点
　西郷地区、鶴西地区、犬の目地区の皆さんが、
コースの桜並木の根元に花苗を植えられました。
ランナーに桜だけでなくきれいな花も見てもら
いながら、楽しんで走ってもらおうと西郷地区
区長会の発案で実施されています。

■応援パフォーマンス
〇出演者　千代田中学校吹奏楽部
〇出演時間（予定）　10：10 ～ 13：00

みんなでランナーを応援して大会を盛り上げましょう！

市内応援パフォーマンス・イベントのご案内！

　３月19日（日）、いよいよ「さが桜マラソン2017」が開催されます。当日は、全国から
約8,500人のランナーが市内のコース約11kmを駆け抜けます。
　給水・給食所の運営、沿道整理や応援演奏などで市内外から約800人がボランティアとして活動されます。
　また、吉野ヶ里歴史公園内では応援イベントを開催し、大会を盛り上げる予定です。市民の皆さんもコース沿道
や吉野ヶ里歴史公園へお越しいただき、温かいご声援をお願いします。
◎問い合わせ　社会教育課　スポーツ振興係　☎44-2731

 
ゆるキャラ応援や
ＭＣを配置した応
援イベントもある
よ！

　　
【沿道のおもてなし】 ■都道府県応援のぼり旗

○場所　野寄交差点～
尾崎の佐賀市境

　市内小中学校の子どもたちが手
作りしたランナーへ気持ちのこ
もった応援のぼり旗です。

※吉野ヶ里歴史公園へお越しの皆さんへ
　ランナーが駆け抜ける吉野ヶ里歴史公園内の
県営公園側は、当日無料開放デーとなっていま
す。車でお越しの方は「吉野ヶ里公園西入口」
交差点北の臨時駐車場をご利用ください。
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　千代田支所総合窓口課は、総務係と総合窓口班に分かれて
います。
　総務係では、行政連絡に関することから相談業務など、市
民の皆さんが安心して生活できるよう、サービスの向上に努
めています。
　総合窓口班は、ワンストップサー
ビスを心がけ、必要な手続きと案内
を行っています。
　今後も市民の皆さんが安心して気
軽にご来庁いただけるよう「笑顔で・
優しく・的確なサービス」を行いま
す。

◆総務係
・支所の庶務
・区長との連絡調整
・本庁との連絡調整
・消防、防災に関すること
・交通安全に関すること
・会計事務
・人権相談、行政相談

○診療科目
・医科（内科、外科等）
・歯科（歯科、歯科口腔外科）
・特定健診、健康診断、予防接種
○診療時間

【月～金曜日】
・午前８時30分～正午
・午後１時30分～５時45分

【土曜日】（医科）
・午前８時30分～午後０時30分
・午後休診

◆総合窓口班
・戸籍届出
・転入、転出に関すること
・各種証明
　（戸籍、住民票、印鑑証明、税証明など）
・マイナンバーに関すること
・医療費助成
・国民健康保険
・国民年金
・後期高齢者医療保険
・高齢者、障がい者福祉

主な業務

診療時間等

千代田支所 総合窓口課 総務係　☎44-2111（代表）
総合窓口班　☎44-3071

輝ける未来のために･･･
～私たち、こんな仕事をしています！～

【最終回】

○休診日
　日曜日、祝日、お盆、年末年始、
土曜日（歯科）

脊振町唯一の医療機
関として、皆さんの
健康維持・増進をお
手伝いします！
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　脊振支所総合窓口課は、総務係と総合窓口班からなり、総
務係は、ダム対策課分室と脊振診療所事務局を兼ねています。
　総務係では、行政連絡に関することや相談業務など、市民
サービスの向上に努めるとともに、ダム対策では、関係地区
や国・県との連絡調整を行っています。
　また、診療所事務では、地域医療の提供を確保するため、
適切な診療所運営に努めています。
　総合窓口班は、ワンストップサービスを心がけ、必要な手
続きと案内を行っています。
　今後も市民の皆さんが気軽に
ご来庁いただけるよう、笑顔を
モットーに的確なサービス提供
に努めます。

　脊振診療所は、山々に囲まれた脊振町にあり、医科（内
科、外科等）および歯科（歯科、歯科口腔外科）の外来
診療業務を行っています。また、地域に密着した一次医
療機関（かかりつけ医）として、専門的な医療機能を持
つ病院等への紹介など連携を図っていますので、健康に
ついてお気軽にご相談ください。
　健康診断、各種予防接種も受け付けており、脊振診療
所でも特定健診の受診ができますので、健康に自信があ
る方でも、年に一回は特定健診で体のチェックをしましょ
う。
　スタッフ一同、市民の皆さんが気軽にご来院いただけ
るよう、笑顔をモットーに的確なサービス提供を行いま
す。

◆総務係
・支所の庶務
・区長との連絡調整
・本庁との連絡調整
・消防、防災に関すること
・交通安全に関すること
・会計事務
・人権相談、行政相談　
・城原川ダムに関すること
・脊振診療所の運営

◆総合窓口班
・戸籍届出
・転入、転出に関すること
・各種証明
　（戸籍、住民票、印鑑証明、税証明など）
・マイナンバーに関すること
・医療費助成
・国民健康保険
・国民年金
・後期高齢者医療保険
・高齢者、障がい者福祉

主な業務

脊振支所　総合窓口課
☎59-2111

 

脊振診療所
☎59-2321

ていねいな対応を心がけています。脊振
支所ならではのアットホームな雰囲気が
魅力です!!
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各課からのお知らせ

　
　

　
　

　

緊
急
連
絡
先
、
持
病
、
か
か
り

つ
け
医
な
ど
を
記
載
し
た
情
報
用

紙
や
健
康
保
険
証
の
写
し
、
診
察

券
の
写
し
な
ど
を
入
れ
た
情
報

キ
ッ
ト
を
作
成
し
ま
す
。

　

そ
の
キ
ッ
ト
を
自
宅
の
冷
蔵
庫

の
扉
に
設
置
し
て
お
き
、
万
が
一

の
時
、
救
急
隊
員
が
情
報
キ
ッ
ト

を
活
用
し
、
迅
速
か
つ
適
切
な
救

急
医
療
活
動
の
た
め
に
活
用
す
る

も
の
で
す
。

　

持
病
を
お
持
ち
の
方
な
ど
、
緊

急
時
に
備
え
る
た
め
、
救
急
医
療

情
報
キ
ッ
ト
「
き
っ
と
安
心
」
を

利
用
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

携
帯
電
話
へ
の
防
災
メ
ー
ル

は
、
市
の
緊
急
情
報
を
市
外
に
い

て
も
受
信
で
き
ま
す
。（
携
帯
電

話
の
受
信
状
態
に
よ
り
受
信
で
き

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
）

　

登
録
希
望
者
が
市
外
の
方
で
も

登
録
可
能
で
す
の
で
、
親
戚
や
知

人
の
方
に
も
お
知
ら
せ
く
だ
さ

い
。

◆
登
録
方
法
そ
の
１

　

左
記
の
「
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
」
か
ら

ア
ク
セ
ス
し
、
案
内
に
従
い
登
録

し
て
く
だ
さ
い
。

◆
登
録
方
法
そ
の
２

　

次
へ
ア
ク
セ
ス
し
、
登
録
し
て

く
だ
さ
い
。

h
ttp

://w
w
w
.b
o
u
sa
i.c
ity.

kanzaki.saga.jp/m
ail/pub

救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト

「
き
っ
と
安
心
」配
付
中
！

神
埼
市
防
災
メ
ー
ル

～
安
心
を
ケ
イ
タ
イ
へ
お
届
け
～

◎
問
い
合
わ
せ　

高
齢
障
が
い
課　

介
護
予
防
支
援
係　

☎
３
７
‐
０
１
１
１

◎
問
い
合
わ
せ　

防
災
危
機
管
理
課　

防
災
係　

☎
３
７
‐
０
１
０
４

○
対
象
者

　

65
歳
以
上
で
次
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
方

・
ひ
と
り
暮
ら
し
の
方

・
夫
婦
の
み
の
世
帯

・
日
中
65
歳
以
上
の
方
の
み
に
な

る
世
帯

※
そ
の
他
65
歳
未
満
で
要
介
護
認

定
を
お
持
ち
の
方
な
ど
も
対
象

で
す
。

○
申
請
窓
口

・
高
齢
障
が
い
課

・
各
支
所　

総
合
窓
口
課

※
代
理
申
請
も
可
能
で
す
。
た
だ

し
、
申
請
す
る
方
の
印
か
ん
が

必
要
で
す
。

※
窓
口
で
の
申
請
が
困
難
な
方
に

は
、
必
要
に
応
じ
て
訪
問
に
て

対
応
し
ま
す
。

○
費
用　

無
料

○
キ
ッ
ト
の
中
に
入
れ
る
も
の

　

救
急
医
療
情
報
シ
ー
ト
、
健
康

保
険
証
の
写
し
、診
察
券
の
写
し
、

お
く
す
り
手
帳
の
写
し
、
薬
剤
情

報
提
供
書
の
写
し
、
そ
の
他
（
自

分
の
写
真
等
）

　
　

料
金
は
か
か
り
ま
す
か
？

　
　

情
報
提
供
料
は
無
料
で
す
。

　
　

た
だ
し
、
メ
ー
ル
受
信
に
か

か
る
通
信
料
や
登
録
・
解
除
・
閲

覧
時
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
料

な
ど
の
費
用
は
、
ご
負
担
い
た
だ

き
ま
す
。

　
　

登
録
し
な
い
と
メ
ー
ル
の　

情
報
は
見
ら
れ
ま
せ
ん
か
？

　
　

メ
ー
ル
配
信
は
あ
り
ま
せ
ん

　
　

が
、
配
信
し
た
内
容
に
つ
い

て
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
て
い
ま
す
の
で
、
い
つ
で
も
ご

覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　
　

登
録
し
た
後
、
登
録
内
容
を

　
　

変
更
し
た
い
場
合
や
ア
ド
レ

ス
が
変
わ
っ
た
場
合
は
ど
う
す
る

の
？

　
　

上
記
の
「
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
」
か

　
　

Ｕ
Ｒ
Ｌ
か
ら
ア
ク
セ
ス
し
、

登
録
情
報
を
変
更
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
「
神
埼

市
防
災
Ｗ
ｅ
ｂ
」と
検
索
く
だ
さ
い
。

Ｑ1Ｑ2Ｑ3 Ａ1Ａ2Ａ3

継続してゆっくりしっかり学ぶレギュラーコース
一人一人のペースに合わせて無理なく楽しく♪
中高年の方が多数学習中！
月額 12,000円（税別・週1回×4）、期間は３カ月以上～好きなだけ

上峰町坊所3231－1－1－201 上峰中から300ｍ 駐車場完備

予約制　随時入会可　担当：飯田恵子

思い立った今日が吉日
お電話ください！0952－52－8110

楽しい！パソコン教室

ケイアンドジェイぱそこん教室
１レッスン２時間　開始時刻：9：30、13：00　土日祝も営業　不定休

神埼市神埼町本堀 3187番地 3
（旧　松永嶺子事務所）
 ☎　　0952－53－5105
FAX　 0952－53－2713

有
料
広
告

有
料
広
告
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市
民
の
皆
さ
ん
の
利
便
性
の
向

上
を
図
る
た
め
、
転
入
や
転
出
等

の
手
続
き
が
集
中
す
る
年
度
末
と

年
度
初
め
に
、
次
の
と
お
り
休
日

窓
口
を
開
庁
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、シ
ス
テ
ム
の
都
合
上
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
お
よ
び
住

基
カ
ー
ド
を
利
用
し
た
転
入
や
転

出
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

※
手
続
き
内
容
や
証
明
書
に
よ
っ

て
は
、
平
日
に
再
度
来
庁
し
て

い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　
「
住
民
票
の
写
し
等
の
第
三
者

へ
の
交
付
に
か
か
る
本
人
通
知
制

度
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

◆
本
人
通
知
制
度
と
は

　

住
民
票
の
写
し
や
戸
籍
を
、
本

人
な
ど
か
ら
の
委
任
状
を
持
参
し

た
代
理
人
や
、
第
三
者
に
交
付
し

た
場
合
に
、
事
前
に
登
録
し
た
本

人
に
対
し
て
そ
の
交
付
し
た
事
実

を
通
知
す
る
制
度
で
す
。

　

不
正
請
求
を
抑
止
し
、
個
人
利

益
の
不
当
な
侵
害
を
防
止
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
制
度
で
す
。

　

同
制
度
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

事
前
に
登
録
し
て
い
た
だ
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

○
受
付
窓
口

・
本
庁　

市
民
課

・
各
支
所　

総
合
窓
口
課

○
お
知
ら
せ
す
る
内
容

・
証
明
書
を
交
付
し
た
年
月
日

・
交
付
し
た
証
明
書
の
種
類
と
通

数
○
登
録
で
き
る
方

・
神
埼
市
に
住
民
票
ま
た
は
戸
籍

が
あ
る
人

休
日
窓
口　

開
庁
し
ま
す

～
異
動
の
多
い
時
期
で
す
～

本
人
通
知
制
度
を
実
施
し
て
い
ま
す

◎
問
い
合
わ
せ　

市
民
課　

総
合
窓
口
班　

☎
３
７
‐
０
１
１
６

◎
問
い
合
わ
せ　

市
民
課　

戸
籍
係　

☎
３
７
‐
０
１
２
０

○
開
庁
日

　

３
月
25
日
（
土
）、
26
日
（
日
）

　

４
月
１
日
（
土
）、
２
日
（
日
）

○
開
庁
時
間　

　

午
前
８
時
30
分
～
正
午

○
場
所　

　

本
庁
市
民
課　

総
合
窓
口

※
支
所
は
開
庁
し
ま
せ
ん
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

○
取
扱
業
務

・
住
民
異
動
届

　
（
転
入
・
転
出
・
転
居
な
ど
）

※
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
お
よ
び

住
基
カ
ー
ド
を
利
用
し
た
異
動

は
除
く
。

・
戸
籍
の
届
出
（
出
生
・
死
亡
・

婚
姻
・
離
婚
な
ど
）

・
各
種
証
明
書
の
発
行

・
印
鑑
登
録

・
国
民
健
康
保
険

　
（
資
格
取
得
・
喪
失
）

・
年
金

・
軽
自
動
車
の
登
録
・
廃
車

　
（
市
外
分
を
除
く
）

※
パ
ス
ポ
ー
ト
の
申
請
・
交
付
は

行
い
ま
せ
ん
。

※
除
籍
さ
れ
た
人
な
ど
、
神
埼
市

の
戸
籍
に
記
載
さ
れ
て
い
る
人

を
含
み
ま
す
。
な
お
、
海
外
在

住
者
は
登
録
で
き
ま
せ
ん
。

○
登
録
に
必
要
な
書
類

・
本
人
登
録
申
請
書

　
（
市
民
課
ま
た
は
各
支
所
総
合

窓
口
課
に
設
置
）

・
本
人
確
認
書
類

　
（
運
転
免
許
証
な
ど
）

※
代
理
申
請
の
場
合
は
、
委
任
状

と
来
庁
者
の
本
人
確
認
書
類
が

必
要
で
す
。

○
登
録
の
有
効
期
限

　

登
録
者
名
簿
に
記
載
さ
れ
た
日

か
ら
翌
々
年
度
の
３
月
31
日
ま

で
。

※
登
録
期
間
満
了
後
、
引
き
続
き

登
録
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、

満
了
日
の
１
ヶ
月
前
か
ら
登
録

を
更
新
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

○
登
録
内
容
の
変
更

　

登
録
期
間
中
に
住
所
、
戸
籍
な

ど
の
事
前
登
録
を
し
た
内
容
に
変

更
が
生
じ
た
と
き
、
ま
た
事
前
登

録
を
廃
止
し
よ
う
と
す
る
と
き

は
、
届
出
が
必
要
で
す
。

　
　

◎
問
い
合
わ
せ　

下
水
道
課

　

管
理
係　

☎
３
７
‐
０
１
０
５

下
水
道
使
用
の
届
出
を

　

下
水
道
、
農
業
集
落
排
水
、
浄

化
槽
な
ど
市
営
の
下
水
道
等
を
利

用
さ
れ
て
い
る
世
帯
の
下
水
道
使

用
料
等
は
、
世
帯
割
と
世
帯
員
割

（
人
数
）
で
算
定
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
事
業
所
な
ど
は
事
業
所

の
面
積
や
作
業
人
員
で
算
定
し
て

い
ま
す
の
で
、
居
住
人
数
や
事
業

所
の
面
積
が
変
更
に
な
っ
た
場
合

は
、
変
更
の
手
続
き
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

　

３
月
か
ら
４
月
に
か
け
て
は
、

異
動
の
多
い
時
期
で
す
。
忘
れ
ず

に
届
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

申
請
は
、
下
水
道
課
ま
た
は
各

支
所
総
合
窓
口
ま
で
お
申
し
出
く

だ
さ
い
。

居住人数や事業
所面積が変更に
なった場合は、
変更手続きをお
願いします。



12市報かんざき 2017. ３月号

各課からのお知らせ

　
　
平
成
29
年
４
月
１
日
か
ら

国
民
健
康
保
険
証
が
新
し
く
な
り
ま
す

◎
問
い
合
わ
せ　

市
民
課　

国
保
医
療
係　

☎
３
７
‐
０
１
１
５

◆
新
し
い
保
険
証
の
有
効
期
限
は
、

平
成
30
年
３
月
31
日
ま
で

※
次
に
該
当
す
る
方
は
、
有
効
期
限
が
異
な

り
ま
す
。

▼
４
月
以
降
に
70
歳
に
な
る
方
・
・
・

　

誕
生
日
の
前
日
が
属
す
る
月
の
月
末
ま
で

▼
４
月
以
降
に
75
歳
に
な
る
方
・
・
・

　

誕
生
日
の
前
日
ま
で

▼
退
職
被
保
険
者
の
方
で
年
度
途
中
に
65
歳

に
な
る
方
・
・
・

　

誕
生
日
の
前
日
が
属
す
る
月
の
月
末
ま
で

（
被
扶
養
者
の
方
も
本
人
と
同
じ
有
効
期

限
で
す
）

　

有
効
期
限
が
年
度
途
中
の
方
は
、
有
効
期

限
ま
で
に
新
し
い
保
険
証
を
郵
送
し
ま
す
。

　

な
お
、
有
効
期
限
が
切
れ
た
保
険
証
は
無

効
で
す
。市
役
所
窓
口
へ
返
却
い
た
だ
く
か
、

確
実
に
処
分
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

４
月
１
日
か
ら
ご
利
用
い
た
だ
く
平
成
29
年
度
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者

証
（
黄
色
）
を
、
３
月
下
旬
に
国
民
健
康
保
険
加
入
世
帯
に
送
付
し
ま
す
。

４
月
か
ら
は
、
新
し
い
保
険
証
を
医
療
機
関
等
の
窓
口
で
提
示
し
て
く
だ
さ

い
。
後
期
高
齢
者（
75
歳
以
上
の
方
）の
保
険
証
は
７
月
末
に
送
付
予
定
で
す
。

　

な
お
、
就
職
な
ど
に
よ
り
新
た
に
社
会
保
険
等
に
加
入
す
る
方
は
、
国
民

健
康
保
険
の
資
格
喪
失
手
続
き
が
必
要
で
す
。

▼
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
方

　

が
社
会
保
険
な
ど
に
加
入
し
た
場
合

　

職
場
か
ら
交
付
さ
れ
た
健
康
保
険
証
、
国

民
健
康
保
険
証
、
認
め
印
を
ご
持
参
の
上
、

資
格
喪
失
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
職

場
で
は
国
民
健
康
保
険
の
喪
失
手
続
き
を

行
っ
て
い
た
だ
け
ま
せ
ん
。
ご
自
身
で
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

・
加
入
手
続
き
が
遅
れ
た
場
合

　

加
入
資
格
を
得
た
日
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て

保
険
税
を
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た
、

保
険
証
が
な
い
た
め
、
そ
の
間
の
医
療
費
は

全
額
自
己
負
担
に
な
り
ま
す
。

・
喪
失
手
続
き
が
遅
れ
た
場
合

　

保
険
税
を
二
重
に
納
め
る
こ
と
に
な
っ
た

り
、
国
民
健
康
保
険
の
保
険
証
を
提
示
し
て

医
療
機
関
を
受
診
し
た
場
合
、
国
民
健
康
保

険
が
負
担
し
た
医
療
費
を
返
還
し
て
い
た
だ

く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
国
民
健
康
保
険
に
関
す
る
手
続
き
で
個
人

番
号
が
必
要
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

手
続
き
の
際
は
、
本
人
確
認
で
き
る
も
の

の
他
、
世
帯
主
お
よ
び
手
続
き
対
象
者
の

個
人
番
号
を
確
認
で
き
る
も
の
を
お
持
ち

く
だ
さ
い
。

就
学
で
転
出
す
る
学
生
の
方
へ

　

通
常
、
国
民
健
康
保
険
は
住
所
地
の
市
区
町

村
で
加
入
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
国

民
健
康
保
険
被
保
険
者
の
方
で
、
就
学
の
た
め

に
転
出
す
る
場
合
は
、
引
き
続
き
神
埼
市
の
国

民
健
康
保
険
に
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

た
だ
し
、
申
請
が
必
要
で
す
。
学
生
証
ま
た

は
在
学
証
明
書
を
持
参
の
上
、
市
役
所
で
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
在
学
中
の
み
の

特
例
に
な
り
ま
す
の
で
、
学
校
を
卒
業
や
退
学

し
た
場
合
は
、
喪
失
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
平
成
28
年
度
ま
で
に
学
生
特
例
で
保

険
証
の
交
付
を
受
け
て
い
た
方
も
、
毎
年
申
請

が
必
要
で
す
。
申
請
時
に
窓
口
に
て
保
険
証
を

交
付
し
ま
す
。（
一
括
送
付
に
は
含
ま
れ
ま
せ

ん
）

◆
国
保
の
加
入
・
喪
失
手
続
き
を
忘
れ
ず
に
！

　

職
場
の
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
た
方
が
退
職
し
た
と
き
や
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

る
方
が
社
会
保
険
等
に
加
入
し
た
と
き
は
、
手
続
き
が
必
要
で
す
。

▼
職
場
を
退
職
し
た
場
合

①
任
意
継
続
保
険
に
加
入
す
る

　

退
職
後
、
一
定
期
間
内
（
通
常
20
日
以
内
）

に
手
続
き
を
す
る
と
、
最
長
２
年
間
そ
れ
ま
で

加
入
し
て
い
た
保
険
に
、
継
続
し
て
加
入
す
る

こ
と
が
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は

退
職
さ
れ
た
職
場
や
加
入
し
て
い
た
健
康
保
険

の
保
険
者
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

②
家
族
が
加
入
し
て
い
る
健
康
保
険
の
扶
養
に

な
る

　

ご
家
族
の
職
場
な
ど
で
の
手
続
き
が
必
要
で

す
。
手
続
き
や
扶
養
認
定
の
要
件
は
、
職
場
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

③
国
民
健
康
保
険
に
加
入
す
る

　

退
職
後
14
日
以
内
に
、
こ
れ
ま
で
加
入
し
て

い
た
健
康
保
険
の
資
格
喪
失
証
明
書
も
し
く
は

離
職
票
な
ど
退
職
日
が
確
認
で
き
る
書
類
と
認

め
印
を
ご
持
参
の
上
、
市
役
所
で
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

【
手
続
き
窓
口
】

・
市
民
課　

国
保
医
療
係

・
千
代
田
支
所　

総
合
窓
口
課

・
脊
振
支
所　

総
合
窓
口
課
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小
・
中
学
生
、高
校
生
等
の

医
療
費
受
給
資
格
登
録
申
請
を
お
願
い
し
ま
す

不
妊
治
療
費
を
助
成
し
て
い
ま
す

◎
申
請
・
問
い
合
わ
せ　

市
民
課　

国
保
医
療
係　

☎
３
７
‐
０
１
１
５

◎
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

健
康
増
進
課　

母
子
保
健
係　

☎
５
１
‐
１
２
３
４

　

市
で
は
、
平
成
29
年
４
月
１
日
か
ら
、
こ

れ
ま
で
の
小
・
中
学
生
医
療
費
助
成
の
対
象

者
を
高
校
生
等
ま
で
拡
充
し
、入
院
・
通
院
費

な
ど
の
一
部
負
担
金
の
助
成
を
行
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
子
ど
も
の
医
療
費
助
成
と
同
じ

く
、
小
・
中
学
生
・
高
校
生
等
に
つ
い
て
も

★
現
物
給
付
（
県
内
医
療
機
関
の
み
）
を
行

い
ま
す
。

★
現
物
給
付
と
は
･
･
･

　

県
内
の
医
療
機
関
等
を
受
診
す
る
際
に

「
受
給
資
格
証
」
を
提
示
す
る
こ
と
で
、
医

療
機
関
窓
口
で
の
保
護
者
負
担
額
が
一
定
額

ま
で
と
な
る
方
式

○
助
成
対
象
者

・
市
内
に
住
所
を
有
す
る
小
・
中
学
生
お
よ

び
高
校
生
等
（
18
歳
に
達
し
た
以
後
の
３

月
31
日
ま
で
）

※
就
労
中
の
方
も
含
み
ま
す
。

※
生
活
保
護
法
に
お
け
る
保
護
を
受
け
て
い

る
方
は
助
成
対
象
外
で
す
。

○
保
護
者
負
担
額

・
入
院　

１
医
療
機
関
に
つ
き
、

　

月
額
上
限
１
，０
０
０
円

・
通
院　

１
医
療
機
関
に
つ
き
、

　

月
額
上
限
５
０
０
円
×
２
回

　

市
で
は
、
不
妊
治
療
を
受
け
て
い
る
方
の

経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
治
療
に
要

す
る
費
用
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

○
助
成
対
象
と
な
る
治
療

　

夫
婦
間
で
行
う
健
康
保
険
が
適
用
さ
れ
な

い
人
工
授
精
、
体
外
受
精
（
凍
結
胚
の
移
植

を
含
む
）、
顕
微
授
精
（
凍
結
胚
の
移
植
を

含
む
）。

○
助
成
対
象
者

　

婚
姻
届
を
行
っ
た
夫
婦
で
、
次
の
す
べ
て

に
該
当
す
る
方
。

・
人
工
授
精
、
体
外
受
精
、
顕
微
授
精
以
外

の
治
療
法
で
は
、
妊
娠
の
見
込
み
が
な
い

か
ま
た
は
極
め
て
少
な
い
夫
婦
と
医
師
に

診
断
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

・
夫
婦
の
い
ず
れ
か
一
方
ま
た
は
両
方
が
、

１
年
以
上
神
埼
市
に
居
住
し
て
い
る
こ

と
。

・
夫
婦
の
前
年
の
所
得
の
合
計
額
が
７
３
０

万
円
未
満
で
あ
る
こ
と
。

○
助
成
金
額

　

医
療
機
関
に
支
払
っ
た
助
成
対
象
治
療
の

費
用
に
10
分
の
７
を
乗
じ
て
得
た
額
か
ら
、

佐
賀
県
不
妊
治
療
支
援
事
業
（
注
１
）
に
よ

る
助
成
金
額
等
を
差
し
引
い
た
額
。

　

た
だ
し
、
初
年
度
は
20
万
円
、
次
年
度
以

・
調
剤　

負
担
額
な
し　

※
保
険
適
用
外
の
医
療
費
（
容
器
代
な
ど
）、

学
校
管
理
下
で
の
ケ
ガ
等
の
医
療
費
、
食

事
療
養
費
は
助
成
対
象
外
で
す
。

○
資
格
登
録
申
請
が
必
要
な
方

・
４
月
か
ら
小
学
校
新
入
生
、
新
高
校
２
・

３
年
生
等
の
保
護
者
の
方

・
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
助
成
制
度
、
重

度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
制
度
を
受
給

し
て
い
る
小
・
中
学
生
の
保
護
者
の
方

※
対
象
の
方
に
は
、
個
別
に
通
知
し
ま
す
。

○
資
格
登
録
手
続
き

　

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
市
民
課
ま
た
は

各
支
所
総
合
窓
口
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。（
郵
送
で
も
受
け
付
け
ま
す
）

・
資
格
登
録
申
請
が
な
い
場
合
は
、
現
物
給

付
に
必
要
な
受
給
資
格
証
を
送
付
す
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。

・
現
在
、
小
・
中
学
生
医
療
費
助
成
制
度
に

登
録
さ
れ
て
い
る
方
に
は
、
３
月
末
ま
で

に
受
給
資
格
証
を
送

付
し
ま
す
の
で
登
録

手
続
き
は
必
要
あ
り

ま
せ
ん
。

降
は
１
年
度
あ
た
り
10
万
円
を
限
度
と
し
ま

す
。

（
注
１
）
佐
賀
県
不
妊
治
療
支
援
事
業
に
つ

い
て
は
、
県
内
の
保
健
福
祉
事
務
所
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
助
成
期
間　

通
算
し
て
５
年
間

○
平
成
29
年
度
治
療
分
の
申
請
期
間

　

平
成
29
年
４
月
３
日
（
月
）
～

　
　
　

平
成
30
年
３
月
30
日
（
金
）

○
申
請
受
付
時
間

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

※
土
、
日
、
祝
日
を
除
く

◆
平
成
28
年
度
治
療
分
の
申
請
期
限

　

治
療
終
了
日
が
、
平
成
29
年
２
月
１
日
か

ら
３
月
31
日
ま
で
の
場
合
は
、
４
月
28
日

（
金
）
ま
で
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

不
妊
治
療
費
助
成
の
申
請
書
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
い
た

だ
く
か
、
健
康
増

進
課
ま
で
お
越
し

く
だ
さ
い
。



14市報かんざき 2017. ３月号

各課からのお知らせ

　
　
母
子
保
健
推
進
員
を

募
集
中

◎
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

健
康
増
進
課　

　

母
子
保
健
係　

☎
５
１
‐
１
２
３
４

◆
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
み
ま
せ
ん
か

　

市
で
は
、
現
在
28
人
の
母
子
保
健
推
進
員

が
市
長
の
委
嘱
を
受
け
、
安
心
し
て
子
育
て

が
で
き
る
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
、
活
動
し

て
い
ま
す
。

　

母
子
保
健
推
進
員
に
な
っ
て
く
だ
さ
る
方

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
年
齢
、
資
格
は
問
い

ま
せ
ん
。
任
期
２
年
。（
継
続
可
）

　

活
動
内
容
は
、
赤
ち
ゃ
ん
訪
問
や
育
児

サ
ー
ク
ル
の
お
手
伝
い
、
母
子
保
健
研
修
会

へ
の
参
加
な
ど
で
す
。

　

子
育
て
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
仲
間
と
と
も

に
、
神
埼
市
の

将
来
を
担
う
子

ど
も
た
ち
の
た

め
に
、
活
動
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

　
　
３
月
１
日
～
７
日
は“
子
ど
も
予
防
接
種
週
間
”で
す

◎
問
い
合
わ
せ　

健
康
増
進
課　

母
子
保
健
係　

☎
５
１
‐
１
２
３
４

　

お
子
さ
ん
の
予
防
接
種
に
受
け
忘
れ
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。
４
月
か
ら
の
入
園
・
入
学
に

備
え
て
、
必
要
な
予
防
接
種
を
済
ま
せ
、
病

気
を
未
然
に
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

◆
接
種
期
間
が
３
月
31
日
ま
で
と

な
っ
て
い
る
予
防
接
種

・
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
２
期

　

対
象
：
平
成
22
年
４
月
２
日
～

　

平
成
23
年
４
月
１
日
生　

・
２
種
混
合

　

対
象
：
平
成
16
年
４
月
２
日
～

　
　
　
　
　
　
　

平
成
17
年
４
月
１
日
生

○
予
防
接
種
の
受
け
方

　

県
内
の
委
託
医
療
機
関
で
接
種
が
で
き
ま

す
。
各
自
で
直
接
、
医
療
機
関
へ
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。
接
種
の
際
は
、
保
護
者
が
同

伴
し
て
く
だ
さ
い
。
祖
父
母
等
に
同
伴
を
依

頼
す
る
場
合
は
、「
委
任
状
」
が
必
要
で
す
。

○
持
っ
て
い
く
も
の

・
母
子
健
康
手
帳

・
予
診
票
（
お
持
ち
で
な
い
場
合
は
、
保
健

セ
ン
タ
ー
、医
療
機
関
窓
口
に
あ
り
ま
す
）

※
平
成
29
年
度
の「
予
防
接
種
カ
レ
ン
ダ
ー
」

は
市
報
か
ん
ざ
き
４
月
号
に
掲
載
し
ま

す
。

予防接種の種類 対象年齢 接種回数
Ｈｉｂ

生後２ヶ月～５歳未満
１～４回
※接種開始年齢により受ける回数が

異なります。小児用肺炎球菌

ＢＣＧ 生後～１歳に未満 １回
Ｂ型肝炎 生後～１歳に未満 ３回
４種混合

ジフテリア
百日せき
破傷風

不活化ポリオ

生後３ヶ月～７歳６ヶ月未満                      ４回

麻しん風しん混合
（ＭＲ）

１期：１歳～２歳未満
２期：就学前１年間にある児童　　
　（Ｈ22. ４. ２～Ｈ23. ４. １生）

１期：１回
２期：１回

日本脳炎 １期：３歳～７歳６ヶ月未満
２期：９歳～ 13歳未満

１期：３回
２期：１回
※Ｈ７. ４. ２～Ｈ19. ４. １生の方

は、左記対象年齢を過ぎていても
20歳未満まで受けることができ
ます。

２種混合
（ジフテリア・破傷風）

小学６年生
（Ｈ16. ４. ２～Ｈ17. ４. １生） １回

子宮頸がん 小学６年生～高校１年生相当の女子

３回
※平成25年６月から副反応の検討

のため積極的勧奨を中止していま
す。（平成29年１月末時点）

水　痘
（水ぼうそう） １歳～３歳未満

２回
※すでに水痘（水ぼうそう）にかかっ

たことのある方は対象外。

 
ネコちゃんのマスコ
ットを手作りして
赤ちゃん訪問でプ
レゼントしています。
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ご
存
知
で
す
か
？

国
民
年
金
の
任
意
加
入
制
度

地
域
の
歴
史
を
一
緒
に
学
び
ま
し
ょ
う

◎
問
い
合
わ
せ　

佐
賀
年
金
事
務
所　
　

　
　
　
　
　
　
　

☎
３
１
‐
４
１
９
１

　
　
　

市
民
課　

後
期
高
齢
年
金
係　
　

　
　
　
　
　
　
　

☎
３
７
‐
０
１
１
５

◎
問
い
合
わ
せ　

歴
史
文
化
推
進
室　

歴
史
文
化
振
興
係　

☎
３
７
‐
０
１
５
３

　

老
齢
基
礎
年
金
（
65
歳
か
ら
受
け
ら
れ
る

年
金
）
は
、
20
歳
か
ら
60
歳
に
な
る
ま
で
の

40
年
間
保
険
料
を
納
め
な
け
れ
ば
、
満
額
の

年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘
れ
な
ど
に
よ

り
、
保
険
料
の
納
付
済
期
間
が
40
年
間
に
満

た
な
い
場
合
は
、
60
歳
か
ら
65
歳
に
な
る
ま

で
の
間
に
国
民
年
金
に
任
意
加
入
し
て
保
険

料
を
納
め
る
こ
と
で
、
満
額
に
近
づ
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
市
民
課
ま
た
は
佐
賀
年
金
事

務
所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
保
険
料
の
納
付
済
期
間
や
保
険
料
の
免
除

期
間
等
が
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る
た
め

の
要
件
を
満
た
し
て
い
な
い
場
合
は
、
70

歳
に
な
る
ま
で
任
意
加
入
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。（
生
年
月
日
に
よ
る
要
件
等
、

詳
し
く
は
佐
賀
年
金
事
務
所
へ
ご
確
認
く

だ
さ
い
）

※
海
外
に
在
住
す
る
日
本
国
籍
を
持
つ
方

も
、
国
民
年
金
に
任
意
加
入
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

◆
神
埼
ま
ち
あ
る
き

　

今
回
は
、
脊
振
町
の
竜
作
・
白
木
地
区
の

歴
史
遺
産
を
探
訪
し
ま
す
。

○
コ
ー
ス　

竜
作
地
区
・
白
木
地
区

○
日
時　

３
月
12
日（
日
）　

午
前
９
時
～
正
午

　
（
集
合
：
午
前
９
時
）

○
集
合
場
所　

脊
振
支
所

※
雨
天
・
凍
結
等
の
場
合
は
予
備
日
（
３
月

26
日
）
に
変
更

※
申
込
不
要
、
参
加
費
無
料

◆
第
６
回　

神
埼
塾
講
座

○
日
時　

３
月
25
日
（
土
）　

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

○
と
こ
ろ　

神
埼
市
中
央
公
民
館

　
　
　
　
　

第
１
研
修
室

○
演
題　
「
景
観
資
源
と
ま
ち
づ
く
り
」

○
講
師　

藤
村
美
穂
准
教
授

（
佐
賀
大
学
農
学
部
）

○
定
員　

１
０
０
人　

※
申
込
不
要
、
参
加
費
無
料

　
　
風
し
ん
予
防
接
種
費
用
の
助
成
は
３
月
ま
で

◎
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

健
康
増
進
課　

母
子
保
健
係　

☎
５
１
‐
１
２
３
４

◆
対
象
と
な
る
方
は
、
早
め
の
申
請
、
接

　

種
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

妊
娠
初
期
の
女
性
が
風
し
ん
に
か
か
る

と
、
赤
ち
ゃ
ん
の
目
や
耳
、
心
臓
な
ど
に
障

が
い
が
出
る
「
先
天
性
風
し
ん
症
候
群
」
が

発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
妊
娠
中
は
予
防
接
種
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
妊
娠
前

に
予
防
接
種
を
受
け
る
か
、
妊
娠
中
で
あ
れ

ば
、
周
囲
の
人
（
同
居
の
家
族
）
が
風
し
ん

に
か
か
ら
な
い
よ
う
に
予
防
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

○
申
請
・
接
種
期
限

　

３
月
31
日
（
金
）
ま
で

○
対
象
と
な
る
方

　

神
埼
市
に
住
所
が
あ
り
、
妊
娠
を
予
定
し

て
い
る
女
性
（
将
来
に
備
え
て
予
防
接
種
を

希
望
す
る
方
も
含
む
。
た
だ
し
、
未
就
学
児

を
除
く
）
ま
た
は
、
風
し
ん
抗
体
価
が
低
い

妊
婦
の
同
居
者
（
Ｈ
Ｉ
抗
体
価
16
倍
以
下
）

で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
。

・
風
し
ん
に
か
か
っ
た
こ
と
が
な
く
、
風
し

ん
の
予
防
接
種
を
受
け
た
こ
と
が
な
い
方

・
風
し
ん
に
か
か
っ
た
か
、
風
し
ん
の
予
防

接
種
を
受
け
た
か
の
ど
ち
ら
も
わ
か
ら
な

い
方

・
風
し
ん
に
か
か
っ
た
か
、
風
し
ん
の
予
防

接
種
を
受
け
た
か
を
問
わ
ず
、
風
し
ん
Ｈ

Ｉ
抗
体
価
が
16
倍
以
下
の
方

○
助
成
内
容

　

麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン
ま
た
は
風

し
ん
予
防
接
種
に
か
か
る
費
用
の
全
て
。

※
た
だ
し
、
助
成
回
数
は
一
人
１
回
の
み

◆
助
成
を
希
望
す
る
方
は
、
予
防
接
種

　

を
受
け
る
前
に
申
請
が
必
要
で
す
。

○
申
請
場
所

・
神
埼
町
保
健
セ
ン
タ
ー

・
千
代
田
町
保
健
セ
ン
タ
ー

○
申
請
者　

本
人
ま
た
は
同
居
の
家
族

○
持
参
す
る
も
の

・
窓
口
に
申
請
に
来
ら
れ
る
方
の
身
分
証
明

書
（
健
康
保
険
証
、
運
転
免
許
証
な
ど
）

・
印
か
ん

・
風
し
ん
抗
体
価
の
低
い
方
は
、
そ
の
抗
体

価
が
わ
か
る
も
の

・
風
し
ん
抗
体
価
が
低
い
妊
婦
の
同
居
者

は
、
妊
婦
の
母
子
健
康
手
帳
と
妊
婦
の
風

し
ん
抗
体
価
が
分
か
る
も
の

▲まちあるきの様子
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車種・排気量 手続き場所・問い合わせ
原動機付自転車

（125cc以下のバイク）
【手続場所】　神埼市役所市民課または各支所総合窓口課
【問い合わせ】　税務課 市民税係　☎37-0114
【持参するもの】
ナンバープレート、所有者の印かん（名義変更の場合は双方の印かん）
ナンバープレートを紛失された場合は、てんまつ書が必要です。

小型特殊自動車
（コンバイン・トラクター・

フォークリフト等）
二輪の小型自動車

（250ccを超えるバイク） ・佐賀運輸支局
　佐賀市若楠２丁目7-8
　☎050-5540-2082

軽二輪車
（125ccを超え250cc以下
のバイク）

軽三輪車・軽四輪車
（660cc以下）

・佐賀県軽自動車協会
　佐賀市若楠２丁目10-8
　☎050-3816-1754

※それぞれ手続きに必要な書類が異なりますので、事前に各機関にお問い合わせください。

廃
車
・
名
義
変
更
の
手
続
き
は
お
早
め
に
！

◎
問
い
合
わ
せ　

税
務
課　

市
民
税
係　

☎
３
７
‐
０
１
１
４

 ローソン

佐賀県総合運動場

　

次
の
事
項
に
心
当
た
り
の
あ

る
方
は
、
４
月
１
日
ま
で
に
廃

車（
抹
消
登
録
）や
名
義
変
更
を

各
機
関
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

・
所
有
者
等
の
変
更

・
譲
渡
、
盗
難
、
解
体

・
車
を
現
在
所
有
し
て
い
な

い
、
長
期
間
ま
た
は
今
後
も

使
用
し
な
い

・
転
居
（
車
の
定
置
場
所
の
変

更
）

・
親
族
等
が
亡
く
な
っ
た

・
車
を
相
続
し
た　

な
ど

　

な
お
、
４
月
２
日
以
降
に
手

続
き
を
行
っ
て
も
、
平
成
29
年

度
課
税
分
は
取
り
消
し
で
き
ま

せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

（
軽
自
動
車
税
に
月
割
制
度
は

あ
り
ま
せ
ん
）

※
神
埼
町
、
千
代
田
町
、
脊
振

村
ナ
ン
バ
ー
を
お
持
ち
の
方

は
、
神
埼
市
ナ
ン
バ
ー
へ
変

更
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

◆
軽
自
動
車
税
は
、
４
月
１
日
現
在
の
所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す

　
　

　
　

一
緒
に
ス
ポ
ー
ツ
を
し
ま
せ
ん
か

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
完
了

◎
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

社
会
教
育
課

�

ス
ポ
ー
ツ
振
興
係　

☎
４
４
‐
２
７
３
１

◎
問
い
合
わ
せ　

企
画
課　

　

企
画
係　

☎
３
７
‐
０
１
０
２

　

佐
賀
県
主
催
で
行
う
「
さ
わ
や
か
ス
ポ
ー
ツ
・
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
祭
」
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

○
と
き　

５
月
28
日
（
日
）

○
と
こ
ろ

　

武
雄
市
、
鹿
島
市
、
嬉
野
市
、
杵
島
郡
、
太
良
町

お
よ
び
佐
賀
市
の
各
施
設

○
内
容

・
交
流
大
会

　

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
、
壮
年
サ
ッ
カ
ー
、
ソ
フ
ト
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
、
武
術
太
極
拳
、
年
齢
別
テ
ニ
ス
、
年
齢
別

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
、
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
、
マ
ス
タ
ー
ズ

陸
上
競
技
、
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
、
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
、

ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
、
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
、
ハ
イ
キ

ン
グ
、ミ
ニ
テ
ニ
ス
、卓
球
バ
レ
ー
、ア
キ
ュ
ラ
シ
ー
・

デ
ィ
ス
タ
ン
ス
、
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

・
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
無
料
体
験

○
応
募
締
切
日　

４
月
14
日
（
金
）

○
参
加
費

・
交
流
大
会

　

大
人　
　
　
　
　
　
　
　

８
０
０
円

　

子
ど
も
（
小
学
生
以
下
）
４
０
０
円

※
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
で
、

　

減
額
を
希
望
さ
れ
る
方
は
半
額

○
申
込
方
法

・
交
流
大
会

　

専
用
の
申
込
用
紙
に
記
入
後
、
参
加
料
を
添
え
て

社
会
教
育
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
無
料
体
験
は
、

当
日
現
地
で
受
け
付
け
ま
す
。

　

平
成
28
年
度
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
助
成
事
業
で
採
択
を
受
け

て
い
る
１
団
体
で
、
助
成
事
業

が
完
了
し
ま
し
た
。

◆
岩
田
地
区
自
主
防
災
会

・
消
防
用
資
機
材
・防

災
備
品
整
備

　
（
地
域
防
災
組
織育

成
助
成
事
業
）

　

こ
の
事
業
は
、（
財
）
自
治
総

合
セ
ン
タ
ー
が
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

活
動
の
助
成
を
行
う
こ
と
に
よ

り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
健
全
な

発
展
を
図
る
と
と
も
に
、
宝
く

じ
の
社
会
貢
献
広
報
事
業
を
行

う
こ
と
を
目
的
に
実
施
さ
れ
て

い
ま
す
。
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プレアホール神埼

まずはプレアホール神埼へご相談ください永久の旅立ち…

仏壇・仏具・仏壇クリーニング
墓石・墓石クリーニング・法名塔（名前入れ）
法事料理（四十九日・初盆・一周忌・三回忌等）
供養菓子・悲礼返し・礼品等
各種取扱い致しております。

ご葬儀について、『わからない…不安…』そんな方は、
事前相談、お見積り、会館見学、会員募集等、随時受付けいたしております。
ご自宅への無料見積りも随時おこなっておりますのでお気軽にお電話下さい。

年中無休 24時間受付

株式会社ＪＡセレモニーさが
神埼市神埼町本堀2716-4

TEL.0952-55-8008 FAX.0952-55-8007

J A葬祭
その他取扱い商品

有
料
広
告

有
料
広
告

　
　
政
策
推
進
室
だ
よ
り　

～
特
産
品
の
Ｐ
Ｒ
を
依
頼
～

◎
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

政
策
推
進
室　

政
策
推
進
係　

☎
３
７
‐
０
１
２
１

認
定
酒
」に
も
合
格
し
た
本
格
焼
酎
。

菱
独
特
の
甘
い
香
り
と
味
わ
い
が
満

喫
で
き
、
ク
セ
も
な
く
ど
ん
な
料
理

に
も
合
わ
せ
や
す
い
と
好
評
で
す
。

　

購
入
い
た
だ
い
た
渡
辺
義
孝
さ
ん

（
神
埼
町
永
歌
）
か
ら
は
、「
近
く
で

買
え
る
よ
う
に
な
っ
て
嬉
し
い
。
口

の
中
に
ひ
ろ
が
る
菱
の
ま
ろ
や
か
な

風
味
と
、
す
っ
き
り
と
し
た
味
わ
い

で
美
味
し
か
っ
た
」
と
喜
び
の
声
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

原
料
の
供
給
で
き
る
量
が
限
ら
れ

て
お
り
、
年
間
２
千
本
程
度
の
希
少

な
焼
酎
で
す
。
今
後
も
さ
ら
な
る
菱

の
実
の
増
産
と
と
も
に
、
多
く
の
方

に
ご
購
入
い
た
だ
く
こ
と
で
低
価
格

化
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
に
も
、「
神
埼
菱

焼
酎
」「
ひ
し
ぼ
う
ろ
」
を
購
入
い

た
だ
き
、
市
が
誇
る
ブ
ラ
ン
ド
商
品

へ
と
成
長
す
る
よ
う
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
贈
答
品
と
し
て
も
喜
ば
れ

る
商
品
で
す
の
で
、
手
土
産
と
し

て
も
使
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で

す
。

○
神
埼
菱
焼
酎

　

43
度
原
酒　

３
７
０
mℓ

・
１
本
入
り　

２
，５
０
０
円

・
２
本
入
り　

５
，０
０
０
円

◎
販
売
店
の
お
問
い
合
わ
せ

・
大
和
酒
造
（
株
）

　
　
　
　
　

☎
６
２
‐
３
５
３
５

・
政
策
推
進
室　

政
策
推
進
係

　
　
　
　
　

☎
３
７
‐
０
１
２
１

◆
ふ
る
さ
と
納
税　

お
礼
の
品

　
　
　

事
業
者
・
商
品
を
募
集

　

10
月
か
ら
ふ
る
さ
と
納
税
の
お
礼

の
品
を
拡
充
し
、
ふ
る
さ
と
納
税

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
「
ふ
る
さ
と
チ
ョ

イ
ス
」
へ
の
掲
載
を
行
い
、
同
事
業

と
地
域
活
性
化
の
推
進
を
図
っ
て
き

ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
約
２
ヶ
月
で
６
４
０

件
の
寄
付
が
寄
せ
ら
れ
、
全
国
各
地

に
神
埼
市
の
魅
力
を
発
信
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

さ
ら
な
る
事
業
発
展
を
目
指
し
、

懐
か
し
い
神
埼
、
新
し
い
神
埼
、
よ

り
多
く
の
神
埼
を
感
じ
て
い
た
だ

け
る
よ
う
な
お
礼
の
品
を
募
集
し

ま
す
。
提
供
い
た
だ
け
る
事
業
所

の
方
は
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
お
礼
の
品

に
見
直
し
が
あ
る
場
合
も
あ
わ
せ

て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

○
応
募
資
格

　

事
業
所
、
商
品
に
一
定
の
要
件

が
あ
り
ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
募
集
要
項
を
ご
覧
い
た
だ
く
か

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
申
込
締
切
日　

　

３
月
31
日
（
金
）

　

市
の
特
産
品
「
神
埼
菱
焼
酎
」

が
、
２
月
か
ら
市
内
で
も
販
売
を

開
始
し
ま
し
た
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
は
、
こ
れ

ま
で
市
内
で
も
販
売
し
て
ほ
し
い

と
い
う
お
声
を
い
た
だ
い
て
お

り
、
よ
う
や
く
実
現
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
県
内
の
お
酒
専
門

店
な
ど
で
も
お
買
い
求
め
い
た
だ

け
ま
す
。

　

菱
焼
酎
は
、
市
の
特
産
品
で
あ

る
菱
の
実
（
和
菱
）
と
県
産
の
米

麹
、
脊
振
山
系
の
伏
流
水
を
使
っ

た
オ
ー
ル
佐
賀
の
商
品
で
す
。
味

や
香
り
、
バ
ラ
ン
ス
に
優
れ
た
焼

酎
と
し
て
「
Ｔ
ｈ
ｅ　

Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ

◆
「
神
埼
菱
焼
酎
」　

市
内
で
も
販
売

撮影場所：味膳古雅味
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ご
み
を
減
ら
す
取
り
組
み

「
３
Ｒ
」を
ご
存
知
で
す
か

交
通
事
故
を

な
く
し
ま
し
ょ
う

ア
ル
ミ
缶
回
収
デ
ー
！

◎
問
い
合
わ
せ　

生
活
環
境
推
進
室

�

生
活
環
境
係　

☎
３
７
‐
０
１
１
２

◎
問
い
合
わ
せ　

神
埼
警
察
署

�

☎
５
２
‐
２
１
１
４

◎
問
い
合
わ
せ　

　

商
工
観
光
課　

商
工
観
光
係

☎
３
７
‐
０
１
０
７

　

神
埼
市
消
費
者
グ
ル
ー
プ
協
議
会

　
　
　

森
田　

☎
５
２
‐
３
０
５
８

　

３
Ｒ
と
は
、
次
の
３
つ
の
Ｒ
に

取
り
組
む
こ
と
で
ご
み
を
少
な
く

し
、
ご
み
の
焼
却
な
ど
に
よ
る
環

境
へ
の
影
響
を
減
ら
し
、
限
り
あ

る
資
源
を
有
効
に
繰
り
返
し
使
う

社
会
（
＝
循
環
型
社
会
）
を
つ
く

ろ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

◆R
ed
u
ce

（
リ
デ
ュ
ー
ス
）

　

必
要
の
な
い
も
の
は
購
入
し
な

い
な
ど
、
無
駄
な
ご
み
を
で
き
る

だ
け
少
な
く
す
る
こ
と
。

◆R
eu
se

（
リ
ユ
ー
ス
）

　

必
要
が
な
く
な
っ
た
も
の
を
ご

み
と
し
て
捨
て
る
の
で
は
な
く
、

洗
っ
た
り
直
し
た
り
し
て
、
再
度

使
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。

◆R
ecycle

（
リ
サ
イ
ク
ル
）

　

使
い
終
わ
っ
た
も
の
を
も
う
一

度
資
源
に
戻
し
て
製
品
を
作
る
こ

と
。

　

国
道
34
号
で
発
生
し
た
人
身
事

故
の
約
８
割
が
追
突
事
故
で
す
。

　

次
の
３
つ
の
習
慣
を
身
に
つ

け
、
追
突
事
故
を
防
止
し
ま
し
ょ

う
。

　
◆
追
突
事
故
防
止
の

　

ポ
イ
ン
ト

①
前
を
よ
く
見
る
こ
と

②
常
に
車
間
距
離
を

　

意
識
す
る
こ
と

③
運
転
に
集
中
す
る

　

こ
と

　

ア
ル
ミ
缶
は
何
度
で
も
リ
サ
イ

ク
ル
が
で
き
、
再
生
時
に
は
97
％

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
節
約
で
き
ま

す
。

　

お
持
ち
い
た
だ
い
た
ア
ル
ミ
缶

は
グ
ル
ー
プ
で
買

い
取
り
ま
す
。
リ

サ
イ
ク
ル
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま

す
。

○
と
き　

３
月
21
日
（
火
）

　
　
　
　

午
前
９
時
～
11
時

○
と
こ
ろ

　

神
埼
市
中
央
公
民
館　

　

北
側
搬
入
口

○
注
意
事
項

　

ア
ル
ミ
缶
は
つ
ぶ
さ
な
い
で
く

だ
さ
い
。（
洗
わ
な
く
て
も
結
構

で
す
）

給
食
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

～
「
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
教
室
」

受
講
生
試
食
会
～

◎
問
い
合
わ
せ　

学
校
給
食
共
同
調
理
場　

☎
５
１
‐
４
０
０
８

　

神
埼
市
学
校
給
食
共
同
調
理
場

で
は
、
給
食
を
知
っ
て
い
た
だ
く

た
め
、
随
時
、
共
同
調
理
場
の
見

学
や
希
望
さ
れ
る
方
に
は
そ
の
日

の
給
食
の
試
食
を
行
っ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
２
月
13

日
に
、
市
が
開
催
し
て
い
る
「
ヘ

ル
ス
メ
イ
ト
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
教

室
」
の
受
講
生
の
皆
さ
ん
15
人
に

お
越
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

当
講
座
は
主
に
神
埼
市
食
生
活

改
善
推
進
協
議
会
の
会
員
を
対
象

に
開
催
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
、
皆

さ
ん
日
ご
ろ
か
ら
食
事
に
関
心
が

深
く
、
薄
味
を
心
掛
け
、
健
康
的

な
食
生
活
を
送
ら
れ
て
い
る
と
の

こ
と
で
す
。

　

こ
の
日
は
「
牛
乳
、
ご
は
ん
、

プ
ル
コ
ギ
、
ナ
ム
ル
、
茎
わ
か
め

の
ス
ー
プ
」
と
韓
国
風
の
献
立
を

試
食
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
試
食
を
し
て
い
た
だ
き

な
が
ら
、
当
調
理
場
の
栄
養
教
諭

か
ら
、
給
食
が
で
き
る
ま
で
の
流

れ
、
本
日
の
献
立
に
つ
い
て
の
説

明
、
学
校
給
食
調
理
に
お
け
る
衛

生
管
理
、
大
量
調
理
の
難
し
さ
な

ど
の
説
明
を
受
け
、
熱
心
に
ご
質

疑
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
試
食
を

し
て
み
て
「
一
食
全
体
の
バ
ラ
ン

ス
で
見
れ
ば
適
度
な
味
付
け
で
あ

る
」「
意
外
と
ボ
リ
ュ
ー
ム
が
あ

る
の
に
驚
い
た
」
と
い
っ
た
声
が

聞
か
れ
ま
し
た
。

　

当
調
理
場
で
は
、
多
く
の
方
に

実
際
に
給
食
を
食
べ
て
い
た
だ

き
、
そ
の
良
さ
を
知
っ
て
も
ら
い

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

３
月
は
23
日
（
木
）
ま
で
給
食

を
実
施
し
ま
す
が
、
そ
の
間
、
随

時
試
食
や
見
学
は
可
能
で
す
。
事

前
予
約
が
必
要
で
す
の
で
、
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

○
試
食
代
金　

一
人
２
５
０
円

平成29年交通事故発生状況

神埼市内 発生数 前年比

人身事故（件） 36 ＋７

死者（人） 0 ±０

（Ｈ29. １月末現在）
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進
め
よ
う
！
男
女
共
同
参
画

〜
男
女
共
同
参
画
推
進
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
よ
り
〜

“
三
色
そ
ぼ
ろ
ど
ん
ぶ
り
”
が
で
き
ま
し
た
～
男
性
の
料
理
教
室
～

　

１
月
21
日
、
神
埼
市
中
央
公
民
館
で
「
男
性

の
料
理
教
室
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
“
男
性
諸
君
、
待
っ
て
ま
す
！
”
の
応
募
に
、

初
参
加
８
人
を
含
め
定
員
25
人
を
超
す
応
募
者

が
あ
り
ま
し
た
。

　

料
理
は
、日
々
の
暮
ら
し
を
豊
か
に
し
ま
す
。

男
性
で
も
簡
単
に
美
味
し
く
作
れ
て
、
体
や
健

康
に
良
さ
そ
う
な
メ
ニ
ュ
ー
で
し
た
（
下
記
参

照
）。

　

神
埼
市
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
の
大
井
ト

シ
子
会
長
を
は
じ
め
、
６
人
の
指
導
を
受
け
、

５
つ
の
班
に
分
か
れ
て
調
理
を
開
始
。
各
人
作

業
を
分
担
し
合
い
な
が
ら
、
レ
シ
ピ
を
片
手
に

調
理
を
進
め
ま
し
た
。
慣
れ
た
手
つ
き
の
方
、

少
し
不
慣
れ
な
手
つ
き
の
方
、
親
子
で
調
理
を

す
る
姿
な
ど
家
庭
で
の
様
子
が
垣
間
見
ら
れ
ま

し
た
。

　

今
回
は
、
箸
・
ご
は
ん
・
汁
物
・
主
菜
な
ど

今
ま
で
無
造
作
に
並
べ
て
い
た
配
膳
も
、
手
前

左
に
ご
は
ん
、
手
前
右
に
お
味
噌
汁
、
奥
右
に

主
菜
、
奥
左
に
副
菜
を
並
べ
る
よ
う
指
導
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

調
理
を
通
し
て
互
い
を
知
り
合
い
、
和
気
あ

い
あ
い
と
し
た
雰
囲
気
で
過
ご
せ
る
こ
の
場

を
、次
回
も
楽
し
み
に
し
て
い
る
様
子
で
し
た
。

《今回のメニュー》

・三色そぼろどんぶり
・切り干し大根のミルク煮
・ほうれん草のなめたけ和え
・みそ汁
・さつまいも
　プリン

子
ど
も
た
ち
の
あ
り
が
と
う

一
言
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

神
埼
市
男
女
共
同
参
画
推
進
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
で
は
、11
月
14
日
を
「
あ
り
が
と
う
デ
ー
」

に
設
定
し
、
学
校
や
家
庭
、
職
場
や
地
域
な

ど
で
、感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
た
い
人
に「
あ

り
が
と
う
一
言
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
を
贈
っ
て
い

た
だ
こ
う
と
作
品
を
募
集
し
ま
し
た
。

　

先
月
号
で
は
、
一
般
の
方
の
作
品
を
紹
介

し
ま
し
た
が
、
今
月
号
で
は
、
小
学
生
の
作

品
の
中
か
ら
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

　

市
内
各
小
・
中
学
校
の
子
ど
も
た
ち
の
作

品
を
３
月
13
日
（
月
）
ま
で
神
埼
市
中
央
公

民
館
ロ
ビ
ー
に
展
示
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（
お
と
う
さ
ん
へ
）

　

お
父
さ
ん
の
パ
ス
タ
が
だ
い
す
き
だ
よ
。

ま
た
、
い
っ
し
ょ
に
つ
く
ろ
う
ね
。　
　
　

�

神
埼
小
学
校　

１
年　

わ
た
な
べ 

み
さ
き

（
お
じ
い
ち
ゃ
ん
へ
）

　

い
つ
も
む
か
え
に
き
て
く
れ
て
あ
り
が
と

う
。
ず
っ
と
な
が
い
き
し
て
ね
。
に
こ
に
こ

え
が
お
が
す
て
き
。

�

西
郷
小
学
校　

１
年　

み
よ
し 

は
な

（
お
か
あ
さ
ん
へ
）　

　

ぼ
く
と
い
っ
し
ょ
に
か
ぼ
ち
ゃ
ケ
ー
キ
を

つ
く
っ
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。
お
い
し

か
っ
た
ね
。

　
　
　

千
代
田
中
部
小
学
校　

２
年

　

え
が
し
ら 

ま
さ
み
つ

（
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
へ
）

　

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
手
づ
く
り
の
た
ん
生
ケ
ー

キ
あ
り
が
と
う
。そ
の
あ
じ
わ
す
れ
な
い
よ
。

�

西
郷
小
学
校　

３
年　

貞
島 

志
音

（
登
校
は
ん
長
さ
ん
へ
）

　

毎
朝
早
く
か
ら
、
み
ん
な
の
家
を
ま
わ
っ

て
、
え
が
お
で
「
お
は
よ
う
」
と
い
っ
て
く

れ
て
あ
り
が
と
う
。

�

神
埼
小
学
校　

４
年　

荒
木 

み
ゆ

（
お
兄
ち
ゃ
ん
へ
）

　

い
つ
も
家
に
帰
っ
た
ら
け
ん
か
ば
か
り
す

る
け
ど
、
す
ぐ
に
遊
ん
で
く
れ
て
あ
り
が
と

う
。

�

仁
比
山
小
学
校　

４
年　

古
谷　

浬

（
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
へ
）

　

い
つ
も
笑
顔
で
や
さ
し
く
し
て
く
れ
て
あ

り
が
と
う
。
そ
の
笑
顔
、
や
さ
し
さ
で
と
て

も
元
気
が
出
る
よ
。

�

脊
振
小
学
校　

５
年　

一
番
ヶ
瀨 

李
奈

（
お
母
さ
ん
へ
）

　

い
そ
が
し
い
時
で
も
、
い
ろ
い
ろ
な
事
を

し
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。
私
も
こ
れ
か
ら

は
手
伝
い
ま
す
。

�

千
代
田
東
部
小
学
校　

５
年　

角
田 

芽
久

（
お
父
さ
ん
へ
）

　

仕
事
が
い
そ
が
し
い
の
に
、
休
み
の
日
は

つ
か
れ
を
見
せ
ず
笑
っ
て
い
る
よ
ね
。
あ
り

が
と
う
。

�

千
代
田
西
部
小
学
校　

６
年　

酒
見 

琴
音
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◆地元産の特産品や新鮮野菜などを販売しています　～納入会員募集中！～
物産館情報

吉野ヶ里　遊・学・館　～３月の「野菜の日」～

◆９日（木）９：00 ～
　「桜もち」のおふるまい（先着50人）
◆18日（土）９：00 ～
　「お楽しみ抽選会」（先着50人）
　抽選で採れたて新鮮野菜などをプレゼント
※「野菜の日」のおふるまいとお楽しみ抽選会は、
　商品お買い上げのお客さまが対象になります。

◎新規会員（出品者）を募集しています。
　詳しくはお問い合わせください。
○毎月第１土曜日開催の「櫛田の市」に出店販売しています。

吉野ヶ里遊・学・館は、あたたかい
「うどんセット」をご提供していま

す。皆さまのご来店を
お待ちしています。

物産所名 営業時間 問い合わせ先

吉野ヶ里
遊・学・館

９：00 ～ 17：00
（定休日：毎週水曜日）

吉野ヶ里　遊・学・館
（神埼駅北口）☎53-8587

高取山公園
わんぱく館

９：00 ～ 17：00
（休園日：第2・4水曜日）

高取山公園　わんぱく館
☎51-9020

高取山公園「わんぱく館」

水車の里遊学館ギャラリー
とき・ところ 内　　　　　容 材料費・準備品 主　　　催
３月８日（水）

13：30 ～ 15：00
楽しい絵手紙を体験してみませんか？
初めての方、お気軽にどうぞ♪

200円
（ハガキ代ほか）

絵手紙サークル　根っこの会
　原　寿巳子　山口　政子

４月13日（木）
10：00 ～ 15：30

ビーズやフリーメタリコを使ってアクセ
サリーを作りませんか？
初めての方は簡単な作品からはじめられます！

・3,500円以内
（材料・資材代）
・裁縫道具、お弁
  当、ボールペン

ビーズ・ベアーズポー
木村　純子

◎申込・問い合わせ　水車の里遊学館　☎53-8884　建設課　都市計画係　☎37-0103

２階ギャラリーで作品展を開催しませんか？
個人、団体、どなたでも！！

※希望される方は、使用日の10日前までに
申込書を提出してください。

◆開館時間　９：30 ～ 16：00
◆３月の休館日　毎週火曜日

【
神
埼
市
消
費
生
活
相
談
窓
口
よ
り
】

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
閲
覧
中
の
ニ
セ
の

警
告
音
に
だ
ま
さ
れ
な
い
で
！

事
例　

　

パ
ソ
コ
ン
で
、
ア
ダ
ル
ト
サ
イ
ト
の
動

画
を
見
て
お
り
、
何
度
か
ク
リ
ッ
ク
し
た

と
こ
ろ
、
突
然
警
告
音
が
鳴
り
だ
し
、
止

ま
ら
な
く
な
っ
た
。
画
面
を
消
そ
う
と
し

た
が
、
消
え
な
か
っ
た
。
仕
方
な
く
「
対

策
を
す
る
」
と
い
う
表
示
の
電
話
番
号
に

連
絡
し
た
。
ウ
イ
ル
ス
が
入
っ
て
い
る
画

面
が
表
示
さ
れ
、
消
す
こ
と
が
で
き
る
と

言
わ
れ
、
依
頼
し
た
。
遠
隔
操
作
さ
れ
、

セ
キ
ュ
リ
テ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
１
年
契
約

を
し
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
情
報
を
入
力
し
た
。

警
告
音
・
ウ
イ
ル
ス
画
面
は
消
え
た
が
、

不
審
で
あ
る
。�

40
代
男
性

ア
ド
バ
イ
ス　

①
警
告
音
や
ウ
イ
ル
ス
画
面
表
示
が
表

れ
て
も
、
慌
て
ず
、
落
ち
着
く
こ
と
が

大
切
で
す
。
画
面
上
の
電
話
番
号
に
電

話
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

②
連
絡
先
に
連
絡
す
る
と
、
ウ
イ
ル
ス
対

策
ソ
フ
ト
等
の
契
約
を
さ
せ
ら
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

③
警
告
音
や
画
面
を
消
す
方
法
は
独
立

行
政
法
人
情
報
処
理
推
進
機
構
（
Ｉ
Ｐ

Ａ
）
の
Ｈ
Ｐ
が
参
考
に
な
り
ま
す
。

※
相
談
は
無
料
、
秘
密
厳
守
し
ま
す
。

�

（
相
談
日
は
Ｐ
28
参
照
）

　季節の野菜をご用意してお待ちし

ています。

◆新規会員（出品者）を

　募集しています。

・年会費

　4,000円

◎申込・問い合わせ

　高取山公園

　☎51-9020

※詳しくは「高取山公園わんぱく館」

までお問い合わせください。
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日 曜日 催　　物 開演 入場料 主　　催

3月5日 日 佐賀県立神埼高等学校吹奏楽部
第８回定期演奏会 14:00 500円 

（小学生以上）
佐賀県立神埼高等学校吹奏楽部
角田 ☎52-3118

3月12日 日 PIARAピアノコンクールin西日本大会 13:30 市民・会員 
無料

pia-con&PIARAピアノコンクール事務局
☎31-2273

3月19日 日 流行歌同好会歌の集い 9:30 無料 流行歌同好会
貝野　☎090-7295-7906

3月25日 土 pia-con&PIARAピアノコンクール
入賞者記念・すぷりんぐコンサート

13:30 市民・会員 
無料

pia-con&PIARAピアノコンクール事務局
☎31-22733月26日 日 9:30

※催物の内容等については、主催者へお問い合わせください。
◎問い合わせ　千代田文化会館「はんぎーホール」　☎44-2051　（休館日：月曜日）

千代田文化会館「はんぎーホール」行事予定表

○と　き　３月 11 日（土）　19：00 ～ 20：00
○ところ　神埼市中央公民館　大ホール
○内　容　和太鼓演奏と歌
○出演者　西九州大学　音楽サークル
　　　　　和太鼓サークル「堂打」と「VoCE（ヴォーチェ）」

◎問い合わせ　神埼市中央公民館　☎53-2325

土曜の夜は、音楽でくつろぎませんか　！

２月は「おじさんコーラス神埼 」「ビリーブ」「女声コーラス」の

▲

３組によるコーラスでした。

♬出演してくださる方を随時募集しています。お気軽にお問
　い合わせください。　♬入場無料

♪心和む素敵な時間をありがとうございました。
♪「ビリーブ」は、声がきれいで楽しませてもらいました。
♪男声も女声も素晴らしかったので、今度は混声合唱を聴きたい
　です。
♪「まつり」が力強くてとてもよかったです。

県民カレッジ対象

「地域の活性化を目指して　自治公民館実績発表会」

　今年も自治公民館連絡協議会実績発表会を、神埼
市中央公民館で２月５日に開催しました。
　今回は、「利田」「姉」「岩政倉今」の３地区の公
民館長が地域の活動をテーマに発表を行いました。
　利田は、地区の主要行事や大字竹の７公民館で構
成されている「竹栄会」での歴史探訪やミニバレー
ボール大会について、姉は家読や焼き肉会、餅つき
大会、さらに、300年前から続くめでたい正月行
事といわれる七福神を発表。岩政倉今は、初めて開
催した坐禅会や「脊振を愛する会」の活動として遊
休地にコスモスの種をまき、花が咲き始めた頃にか
かしを会員で作ったことを発表されました。

　今年で５回目となる実績発表会。他の地区の取り
組みを参考とし、それぞれの地区の活動がより活発
に盛り上がることを期待します。
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　「家読（うちどく）」は、家族で読書の習慣を共有することです。
　家族みんなで好きな本を読んで、読んだ本について話してみま
せんか。これが「家読（うちどく）」です。

みんなで家読（うちどく）はじめよう!!

図書館名 開館時間 休館日 問い合わせ先
神埼市立図書館

（神埼市中央公民館２階）

9：00 ～ 18：00

火曜日・祝日 神埼市立図書館
☎53-2304

神埼市立図書館千代田分館
（千代田支所１階） 祝日・土・日曜日 社会教育課

☎44-2731

神埼市立図書館脊振分館
（脊振2000年館１階） 祝日・日曜日 脊振分館

☎59-2048

※図書館のホームページ　http://library.kanzaki.ed.jp

「手ぶくろを買いに」
新美 南吉／作　黒井 健／絵
偕成社

「Today　今日」
伊藤 比呂美／訳　下田 昌克／絵
福音館書店

「餃子・焼売・中華まん」
茂手木 章／著
家の光協会

「６４　ロクヨン」
横山 秀夫／著
文藝春秋

「ハリー・ポッターへの旅」
MOE編集部+山内 史子／編
白泉社

「わたしのそばできいていて」
リサ・パップ／作　菊田 まりこ／訳
WAVE出版

「うずらちゃんのかくれんぼ」
きもと ももこ／作
福音館書店

「アームストロング砲」
司馬 遼太郎／著
講談社文庫

「精霊の守り人」
上橋 菜穂子／作　二木真希子／絵
偕成社

子育て中からずっ
と傍らにあり、安
らぎを与えてくれ
る絵本です。
� 舩津館長

ひっそりと愚痴を
きいてもらえたよ
う な 気 持 ち に な
る、育児中のママ
にぜひ読んでほし
い本です。� 清水

家庭でも本格的な
点心が作れます。
名人直伝で味も栄
養 も パ ワ ー ア ッ
プ。病みつきです。
� 島

映画の原作でこの
作家が好き。序盤
重いですが、一気
に読ませる展開は
さ す が の 一 言 で
す。� 田中係長

映画に登場する場
所がたくさん載っ
ています。イギリ
ス旅行に行きたく
なりますよ。
� 堀内

マディは国語の時
間や字を読むのが
大嫌いな女の子。
そんなマディをマ
マが図書館に…。
� 久原

色彩が鮮やかで
す。かくれんぼ
探ししながら、
親子で読んで楽
しめます。
� 荒木

「幕末佐賀藩ほどモ
ダンな藩はない」
の書き出しから始
まる短編文庫。“さ
がじまん”したく
なります！� 金山

NHK大河ファンタ
ジードラマとして
放送中。「守り人」
シ リ ー ズ 全10巻
は児童書コーナー
に。� 鍋島

☆３月　おはなし会
〇とき　　３月19日（日）

　　　　　午前10時30分

〇ところ　神埼市中央公民館　２階和室

☆ケムケム　ひなまつりおはなし会
〇とき　　３月31日（金）

　　　　午前11時～正午

〇ところ　千代田支所　１階ロビー

図書館スタッフ　いちおし本!!
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将
来
を
担
う
「
青
少
年
の
主
張
」よ
り

◎
問
い
合
わ
せ　

神
埼
市
青
少
年
育
成
市
民
会
議　

☎
４
４
‐
２
１
５
４

―
11
回
青
少
年
主
張
大
会
―

　

１
月
28
日
、「
第
11
回
神
埼
市
青
少
年
主
張

大
会
」
を
は
ん
ぎ
ー
ホ
ー
ル
で
開
催
し
ま
し

た
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
や
関
係
団
体
の
方
々
、
児
童

生
徒
、
保
護
者
の
方
な
ど
約
４
０
０
人
に
参
観

し
て
い
た
だ
き
、
青
少
年
へ
の
理
解
と
関
心
を

深
め
て
も
ら
い
ま
し
た
。

◆
主
張
文
の
応
募
者
１
，６
２
９
人

　

今
年
度
も
市
内
各
小
学
校
５
、
６
年
生
、
各

中
学
校
１
、
２
年
生
、
神
埼
高
校
２
年
生
、
神

埼
清
明
高
校
１
、
２
年
生
、
西
九
州
大
学
生
代

表
、
市
内
の
新
成
人
代
表
の
合
計
１
，６
２
９

人
か
ら
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

神埼市青少年育成だより

　

テ
ー
マ
は
、
家
庭
生
活
や
学
校
生
活
の
中
で

の
経
験
か
ら
学
び
得
た
こ
と
、
将
来
の
夢
、
い

じ
め
の
な
い
社
会
に
、
社
会
の
中
の
自
分
、
自

分
自
身
の
成
長
と
周
囲
へ
の
感
謝
、
郷
土
愛
な

ど
多
様
で
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
で
広
く
社
会
に
目
を
向

け
、
自
分
な
り
の
意
見
を
強
く
訴
え
な
が
ら
前

向
き
に
取
り
組
む
決
意
を
表
し
た
内
容
の
主
張

が
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

◆
司
会
・
進
行
は
高
校
生
の
力
で

　

司
会
は
、
神
埼
高
校
２
年
の
松
尾
美
月
さ
ん

と
井
上
文
海
さ
ん
が
務
め
て
く
れ
ま
し
た
。
高

校
で
は
放
送
部
に
所
属
さ
れ
て
お
り
、
と
て
も

さ
わ
や
か
に
、
か
つ
明
瞭
な
声
で
主
張
大
会
を

ス
ム
ー
ズ
に
進
行
し
て
く
れ
ま
し
た
。

◆
思
っ
て
い
る
こ
と
や
感
じ
て
い
る
こ
と

　

そ
し
て
実
践
に
向
け
た
力
強
い
主
張

　

大
会
開
催
に
あ
た
っ
て
は
、
共
催
い
た
だ
い

た
神
埼
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
は
じ
め
、
市
区
長

会
、
自
治
公
民
館
連
絡
協
議
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡

協
議
会
、
子
ど
も
ク
ラ
ブ
連
絡
協
議
会
、
地
域

婦
人
連
絡
協
議
会
、
神
埼
地
区
保
護
司
会
、
少

年
補
導
員
連
絡
協
議
会
の
後
援
、
地
区
役
員
の

方
々
や
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

▲西郷小学校６年平野花奈さん

主 張 題 目 学校名 学年 氏　名
私が住みたい神埼市 神埼小学校 ６年 八谷　千聖さん

ポイ捨てのない世界へ 西郷小学校 ６年 平野　花奈さん

命の大切さ 仁比山小学校 ６年 平林　梓希さん

あいさつをすると 千代田東部小学校 ６年 山口　示流さん

言葉によってもたらされた自分の変化 千代田中部小学校 ６年 吉田　　心さん

世界が平和になるように 千代田西部小学校 ６年 山根綺良々さん

身近な人との関わりの中で 脊振小学校 ６年 渡邉　　碧さん

未来の美しい神埼へ 神埼中学校 １年 中村　菜乃さん

生きる力 千代田中学校 １年 船津　湖白さん

感謝の心 脊振中学校 ２年 山口　十和さん

私の夢 神埼高校 ２年 新井　智子さん

ボランティア活動を通して 神埼清明高校 １年 八谷　杏菜さん

被災地で体験したこと 西九州大学 ４年 吉永　康平さん

私の職業 新成人 代表 田中　心都さん

　

青
少
年
の
主
張
で
は
、市
内
小
・

中
学
生
、
高
校
生
、
大
学
生
、
新

成
人
の
代
表
者
14
人
が
、
日
常
生

活
の
中
で
気
づ
い
た
こ
と
や
訴
え

た
い
こ
と
、
願
い
や
希
望
を
文
章

に
表
し
、
発
表
し
ま
し
た
。

　

中
で
も
、
こ
れ
か
ら
の
神
埼
市

へ
の
思
い
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
、
熊
本
震
災
を
通
し
て
感
じ
た

こ
と
な
ど
に
つ
い
て
熱
の
こ
も
っ

た
力
強
い
主
張
と
こ
れ
か
ら
の
自

分
自
身
へ
の
決
意
を
述
べ
ま
し

た
。
最
後
に
千
代
田
町
出
身
の
新

成
人
田
中
心
都
さ
ん
が
主
張
の
中

で
「
自
分
が
努
力
す
る
こ
と
で
人

の
た
め
に
な
れ
る
」
と
い
う
力
強

い
言
葉
で
締
め
く
く
っ
て
く
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
特
別
出
演
と
し
て
神
埼

中
学
校
の
吹
奏
楽
部
の
皆
さ
ん
の

「P
aradise H

as N
o B

o
rder

」

「
前
前
前
世
」「
宝
島
」
な
ど
、
素

晴
ら
し
い
演
奏
で
、
楽
し
い
ひ
と

と
き
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
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と　き 内　　　容 ところ

３月５日（日）
10：00 ～ 11：30

臨床心理士『吉村春生先生を囲んで座談会』
子どものことなどでお悩みの方、どんな小さい事でもかまいません。
お話しませんか。（※秘密は守られます）

神埼市中央公民館
１階和室

３月９日(木)
10：30 ～ 14：00

ほっとサロン（ご都合のよい時間にどなたでもお気軽にどうぞ）
時間のある方はおにぎりを持ってきて一緒に食べませんか。

３月30日（木）
10：30 ～ 14：00

ほっとサロン
午前中は、英語教室をされている島村芙美子先生をお迎えして「英語
で遊ぼう」を開催します。お一人でもお気軽にどうぞ。

※どなたでも参加できます。皆さんの参加をお待ちしています。
　詳しくは、チラシ（脊振公民館、神埼市役所、千代田支所、保健センターなどに設置）をご覧ください。
◎問い合わせ　神埼市教育委員会　おむすびチーム　☎44-2154

地域と家庭と学校の子育て応援団

おむすびチームからのお知らせ

神埼市子育て支援センターだより 申込締切日は開催日の3日前まで。（電話申込可）
予約多数の場合、お断りする場合があります。

＊ひだまりの会＊（対象：生後6 ヶ月からの未就園児）
＊３月のママサロン＊と　　き 対象年齢 内　　　容 ところ

３月

2日（木）
全年齢児

ひなまつり

千代田町保健センター

9日（木） おはなしなあに
16日（木） 2歳以上児 元気モリモリ
23日（木） 全年齢児 新聞紙で遊ぼう

４月
6日（木）

全年齢児
こんにちは！お友達

13日（木） おおきくなったかな

と　き ところ
7日（火）

千代田町保健センター
14日（火）
21日（火）
28日（火）

　子育て支援センタ－では、子育て支援、遊びの場の提供、育児相談などに取り組んでいます。子育てについ
て迷ったり悩んだりは誰にでもあります。電話や窓口などで相談を受け付けています。どなたでも気軽にご相談、
お問い合わせください。
◎申込・問い合わせ　神埼市子育て支援センター（千代田町保健センター内）　☎44-4908

※いずれも10：00～11：30で開催。

※ひだまりの会の詳しい内容は市のホームページでご覧になれます。

◆ママサロンは子どもが自由に遊べる広
場です。生後２ヶ月から参加できます。
パパやおばあちゃんと一緒に来てもいい
ですよ。お気に入りのおもちゃを見つけ
て広いお部屋で一緒に遊ぼうね！

２日（木）…簡単なおひなさま
を作ります。女の子にとっては
嬉しい「桃の節句」ですね。記
念写真を撮ったりしますよ。男
の子ももちろん
来てくださいね。
みんなでお祝い
しましょう。

16日（木）…2歳以上の親子で簡単
なデザート作りをします。20組限定
ですので、早めに予約してね。持ち
物など詳細は、予約時に確認してく
ださい。

23日（木）…ママと一緒に新聞紙を丸めたり、破ったり、ち
ぎったり、お部屋中を新聞紙でいっぱいにして遊びましょう！
ママもこの時間はお片づけのことは気にせずに、子どもの気
持ちになってやってみよう！

有
料
広
告

有
料
広
告
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こども健康カレンダー（３月１日～４月15日）
と　き 事業名 受付時間 ところ 対象者

３月

６日（月） あかちゃん広場 13：15～13：30

神埼町保健センター

１歳未満

13日（月） 乳幼児相談 ９：30～11：00 ０歳～就学前

14日（火） ことばの相談（要予約） 13：30～16：30 1歳～就学前

15日（水）
1歳6か月児健診（神埼・脊振地区） 13：00～13：30 平成27年７月～８月生

フッ化物塗布（要予約） 12：40～13：00 １歳６か月児健診後～４歳未満児

17日（金）
3歳児健診（千代田地区） 13：00～13：30

千代田町保健センター

平成25年６月～７月生

フッ化物塗布（要予約） 12：40～13：00 １歳６か月児健診後～４歳未満児

21日（火） 乳幼児相談 ９：30～11：00 ０歳～就学前

22日（水） 3～4か月児健診（千代田地区） 13：00～13：30 平成28年11月～ 12月生

４月
10日（月） あかちゃん広場 13：15～13：30

千代田町保健センター
１歳未満

11日（火） ことばの相談（要予約） 13：30～16：30 ０歳～就学前

※注意：４月から、母子関係の相談・健診事業の開催場所が
すべて千代田町保健センターになります。

☆フッ化物塗布のご予約は、問い合わせ先までお願いします。
　(1歳6か月児健診および3歳児健診の対象者は予約不要です）

◎問い合わせ　健康増進課　母子保健係
　　　　　　　（神埼町保健センター）　　☎51-1234
　　　　　　　（千代田町保健センター）　☎44-2021

※診療時間　午前９時から午後５時まで

月　日 　実　施　医　療　機　関　 　実　施　医　療　機　関　

３月５日

（日）

ひらまつふれあいクリニック
吉野ヶ里町吉田2925-1

☎51-1110（内・胃）

古賀内科
千代田町境原282-2

☎44-2311（内・小・胃）

３月12日

（日）

西谷クリニック
吉野ヶ里町大曲1507-1

☎52-3139（内）

和田医院
千代田町嘉納1319-18

☎44-2046（内・小）

３月19日

（日）

松本医院
吉野ヶ里町三津751-9

☎52-4185（内・小）

中下医院
千代田町餘江128

☎44-2488（内）　

３月20日

（月・祝）

中尾胃腸科医院
神埼町田道ヶ里2284-1

☎52-3295（外・整外・胃・内）

神埼クリニック
神埼町田道ヶ里2396

☎53-1818（内・胃・呼）

３月26日

（日）

おおつぼ内科医院
神埼町本堀3199-1

☎52-3130（内）

和田記念病院
神埼町尾崎3780

☎52-5521（内・胃・小）

４月２日

（日）

栗並医院
神埼町枝ヶ里76-1

☎52-2977（内）

たけうち小児科医院
神埼町本堀2707-2

☎52-2524（小）

４月９日

（日）

目達原整形外科
吉野ヶ里町吉田2900

☎52-3717（整外）

山田こどもクリニック
神埼町田道ヶ里2394-1

☎55-6566（小）

日曜日の歯科診療
　（神埼地区歯科医師会も輪番制で担当しています）
　＜場所＞　佐賀市保健福祉会館（ほほえみ館内）
　＜診療時間＞　９：３０～１６：００
◎問い合わせ　　佐賀市休日歯科診療所　☎36－9164

神埼市神埼町志波屋3627
TEL 0952-53-1747
携帯 090-8836-5630

相談は、無料です。

行政書士

相続手続
土地や建物が亡くなった人の

名義になっている

遺言書
死んだら、家や土地の名義は
どうなるのだろう？

その他

（日本行政書士会登録番号 05410974）

建設業許可・産業廃棄物・
内容証明・車庫証明 等

ホームページ ゆずりは 神埼 検索 行政書士には守秘義務があります。お気軽にご連絡ください

有
料
広
告

日 曜 祝 日 在 宅 当 番 医

　下記の日程で献血バスが来ます。
　皆さんのご協力をお願いします。

○とき　　３月14日（火）　９：30 ～ 11：30
○ところ　千代田支所　正面玄関

　献血バスでは、400ml献血をお願いしています。
400ml献血ができるのは、17 ～ 69歳（※）の男性、
または18 ～ 69歳（※）の女性で、体重50kg以上の
方です。

（※）65 ～ 69歳までの方は、60 ～
　　 64歳の間に献血をしたことのあ
　　 る方に限られます。

◎問い合わせ
　健康増進課　健康増進係　☎51-1234

献血にご協力ください
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ホームページ：https://otsuka-sekizai.com/

司法書士　すえなが総合事務所
℡0952－52－2079（神埼サピエより南に100ｍ）

困ったこと、悩んでいること、ご相談を
相続・遺言・不動産登記・商業、法人登記
成年後見・借金問題（相談室あります・秘密厳守）

料金の見積り等も、気軽にお尋ね下さい

司法書士　末永博義・井上智史

営業時間　午前８：00～午後６：00
（毎週火曜日は午後８時まで営業）

● 

募　

集 

●

● 

お
知
ら
せ 

●

～
市
報
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

有
料
広
告
募
集
中
～ 

詳
し
く
は
、
神
埼
市
役
所　

総
務
課
（
☎
３
７
‐
０
０
８
８
）
ま
で

運
転
経
歴
証
明
書
の
提
示
で　

　

タ
ク
シ
ー
運
賃
が
１
割
引

神
埼
市
長
旗
全
国
選
抜　
　
　

　
　
　
　

中
学
生
剣
道
大
会

青
色
申
告
を
始
め
ま
し
ょ
う　

　
　
　

～
農
業
者
の
皆
さ
ま
へ
～

第
45
回
花
と
み
ど
り
の
市

職
業
訓
練
受
講
生
（
５
月
生
）

春

の

火

災

予

防

運

動

○
と
き

　

３
月
４
日
（
土
）
～
26
日
（
日
）

※
19
日
（
日
）
は
閉
場

○
開
場
時
間

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

○
場
所

　

吉
野
ヶ
里
歴
史
公
園
臨
時
駐
車
場

○
イ
ベ
ン
ト
（
予
定
）

　

園
芸
の
実
演
指
導
、
モ
デ
ル
庭
園

展
示
、
庭
園
コ
ン
ク
ー
ル
、
セ
リ
市
、

緑
の
ふ
れ
あ
い
体
験
教
室
、
全
国
造

園
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、
ミ
ニ
動
物
園

問

佐
賀
新
聞
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ

　

☎
２
８
‐
２
１
５
１

　

佐
賀
県
バ
ス
・
タ
ク
シ
ー
協
会
に

○
募
集
科
名

・
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｎ
Ｃ
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン

科
・
板
金
・
溶
接
施
工
科

・
住
環
境
Ｃ
Ａ
Ｄ
科

○
募
集
定
員　

３
科
で
15
人

○
募
集
期
間

　

３
月
２
日
（
木
）
～
31
日
（
金
）

○
入
所
選
考
日　

４
月
12
日
（
水
）

○
訓
練
期
間

　

５
月
９
日
（
火
）
～

　
　
　
　

11
月
28
日
（
火
）

○
受
講
料　

無
料

※
テ
キ
ス
ト
代
等
は
別
途
自
己
負
担

○
応
募
資
格

　

新
た
な
職
業
に
就
こ
う
と
す
る
求

　

北
海
道
か
ら
沖
縄
ま
で
、
男
子
80

チ
ー
ム
、
女
子
80
チ
ー
ム
が
全
国
各

地
か
ら
参
加
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご

観
覧
と
熱
い
声
援
を
お
願
い
し
ま

す
。

【
本
大
会
】

○
と
き　

３
月
29
日
（
水
）

○
場
所　

神
埼
中
央
公
園
体
育
館

【
錬
成
会
】

・
３
月
26
日
（
日
）、
27
日
（
月
）

【
プ
レ
リ
ー
グ
戦
】

・
３
月
28
日
（
火
）

※
錬
成
会
と
プ
レ
リ
ー
グ
戦
は
神
埼

中
央
公
園
体
育
館
を
含
む
市
内
各

施
設
で
行
い
ま
す
。

申

社
会
教
育
課　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

　

☎
４
４
‐
２
７
３
１

　

新
た
に
青
色
申
告
を
始
め
る
た
め

に
は
、個
人
の
場
合
、３
月
15
日（
水
）

ま
で
に
最
寄
り
の
税
務
署
に
「
青
色

申
告
承
認
申
請
書
」
を
提
出
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
政
府
の
農
林
水
産
業
・
地

域
の
活
力
創
造
本
部
で
、
青
色
申
告

を
行
っ
て
い
る
農
業
者
を
対
象
と
し

た
収
入
保
険
制
度
の
導
入
が
決
定
さ

れ
ま
し
た
。
収
入
保
険
制
度
は
、
品

目
の
枠
に
と
ら
わ
れ
ず
自
然
災
害
に

よ
る
収
量
減
少
だ
け
で
な
く
、
価
格

低
下
な
ど
も
含
め
た
収
入
減
少
を
補

て
ん
す
る
仕
組
み
で
す
。

　

詳
細
は
、
農
林
水
産
省
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
ま
た
は
九
州
農
政
局
佐
賀
支

局
地
方
参
事
官
室
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

申

九
州
農
政
局
佐
賀
支
局
地
方
参
事

官
室　

☎
２
３
‐
３
１
３
１

職
者
で
、
受
講
意
欲
が
あ
り
公
共
職

業
安
定
所
長
か
ら
受
講
指
示
ま
た
は

受
講
推
薦
等
を
受
け
た
方

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
・
問

佐
賀
職
業
能
力
開
発
促
進
セ

ン
タ
ー
（
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
佐

賀
）
☎
２
６
‐
９
５
１
６

有
料
広
告

有
料
広
告

○
と
き　

　

３
月
１
日
（
水
）
～
７
日
（
火
）

○
標
語

　
「
消
し
ま
し
ょ
う　

　

そ
の
火
そ
の
時　

そ
の
場
所
で
」

○
命
を
守
る
３
つ
の
習
慣

・
寝
た
ば
こ
は
絶
対
に
し
な
い
。

・
ス
ト
ー
ブ
周
り
に
可
燃
物
を
置
か

な
い
。

・
コ
ン
ロ
の
そ
ば
を
離
れ
る
と
き

は
、
必
ず
火
を
消
す
。

○
命
を
守
る
４
つ
の
対
策

・
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
住
宅
用

火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

・
寝
具
、
衣
類
お
よ
び
カ
ー
テ
ン
か

ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め
、
防
炎
品

を
使
用
す
る
。

・
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め

に
、住
宅
用
消
火
器
を
設
置
す
る
。

・
高
齢
者
や
身
体
の
不
自
由
な
方
を

守
る
た
め
に
隣
近
所
と
の
協
力
体

制
を
つ
く
る
。

問

佐
賀
広
域
消
防
局　

予
防
課

　

☎
３
３
‐
６
７
６
５
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● 

相　

談 

●

日
中
友
好
文
化
交
流
の
集
い

神

埼

歩

こ

う

会

陸
上
自
衛
隊
目
達
原
駐
屯
地

創
立
63
周
年
お
よ
び
九
州

補
給
処
65
周
年
記
念
行
事

ア
グ
リ
チ
ャ
レ
ン
ジ
相
談
会

発
達
障
が
い
者
専
門
相
談
窓
口

無

料

法

律

相

談

多
重
債
務
の
無
料
相
談
会

中
小
企
業
向
け
出
張
金
融
相
談

　

神
埼
地
区
日
中
友
好
協
会
で
は
、

例
年
市
民
と
神
埼
在
住
の
中
国
人
や

留
学
生
・
研
修
生
の
皆
さ
ん
と
の
文

化
交
流
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

○
と
き　

３
月
26
日
（
日
）

　

午
前
10
時
～
午
後
１
時

○
と
こ
ろ　

　

神
埼
市
中
央
公
民
館　

講
堂

○
内
容

・
式
典
お
よ
び
中
国
語
ス
ピ
ー
チ

・
文
化
交
流
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
（
日

本
舞
踊
、
ウ
ク
レ
レ
、
太
極
拳
、

西
九
州
大
学
留
学
生
の
歌
な
ど
）

・
バ
ザ
ー
・
抽
選
会
と
食
文
化
の
集

い
（
食
文
化
交
流
は
、
中
華
料
理

店
「
阿
城
」
の
張
琪
さ
ん
に
よ
る

本
場
水
餃
子
の
指
導
あ
り
）

※
バ
ザ
ー
へ
の
用
品
提
供
を
お
願

い
し
ま
す
。
受
け
入
れ
は
、
前
日

○
と
き　

４
月
１
日
（
土
）

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
３
時

○
場
所　

　

陸
上
自
衛
隊
目
達
原
駐
屯
地

○
行
事

・
祝
賀
式
典

・
祝
賀
編
隊
飛
行
・
訓
練
展
示

○
催
し
物

　

バ
ル
ー
ン
体
験
搭
乗
、
佐
賀
物
産

展
「
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
う
ま
か
も
ん
」
開
催
、

装
備
品
展
示
、
車
両
体
験
試
乗
、
子

供
広
場
、
音
楽
広
場　

○
と
き　

３
月
９
日
（
木
）

　

午
前
９
時
～
正
午

○
と
こ
ろ

　
Ｊ
Ａ
さ
が
神
埼
地
区
中
央
支
所

○
対
象
者

　

神
埼
市
・
吉
野
ヶ
里
町
で
農
業
を

始
め
た
い
方

※
事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

申

・
問

　
Ｊ
Ａ
さ
が
神
埼
地
区　

園
芸
課

　

☎
５
３
‐
３
７
６
７

　

佐
賀
県
労
福
協
主
催
の
法
律
相
談

会
で
す
。
※
予
約
制

○
相
談
日　

３
月
19
日
（
日
）

○
と
こ
ろ　

佐
賀
県
労
働
会
館
３
階

申

・
問

（
一
社
）
佐
賀
県
労
働
者

福
祉
協
議
会
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
さ
が　

　

☎
０
１
２
０
‐
９
３
１
‐
５
３
６

　

借
入
れ
や
ロ
ー
ン
の
返
済
に
お
悩

み
の
方
々
か
ら
、
債
務
整
理
や
家
計

の
見
直
し
な
ど
に
つ
い
て
専
門
相
談

員
が
対
応
し
ま
す
。
※
要
予
約

○
と
き　

３
月
29
日
（
水
）

　

午
後
１
時
～
３
時
30
分

○
と
こ
ろ　

佐
賀
財
務
事
務
所

予

・
問

福
岡
財
務
支
局　

　

☎
０
９
２
‐
４
１
１
‐
７
２
９
１

※
電
話
に
よ
る
無
料
相
談
は
、
常
時

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

融
資
の
申
し
込
み
、
返
済
の
見
直

し
や
経
営
課
題
解
決
の
相
談
を
お
受

加
盟
す
る
県
内
全
て
の
タ
ク
シ
ー

は
、
タ
ク
シ
ー
運
賃
の
お
支
払
い
時

に
「
運
転
経
歴
証
明
書
」
を
提
示
す

る
と
運
賃
が
１
割
引
に
な
り
ま
す
。

○
開
始
日　

３
月
12
日
（
日
）
～

※
年
齢
制
限
な
し
、
障
害
者
割
引
と

の
併
用
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
「
運
転
経
歴
証
明
書
」
は
申
請
が

必
要
で
す
。
詳
し
く
は
、
佐
賀
県
警

察
本
部
（
☎
９
８
‐
２
２
２
０
）
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
（
一
社
）
佐
賀
県
バ
ス
・
タ
ク
シ
ー

協
会　

☎
３
１
‐
２
３
４
１

（
25
日
）
の
午
後
５
時
か
ら
６
時

と
当
日
の
開
会
前
で
す
。

※
入
場
無
料
、
参
加
申
込
不
要

問

神
埼
地
区
日
中
友
好
協
会
事
務
局

（
藤
永
）

　

☎
０
９
０
‐
３
３
２
３
‐
１
３
１
４

○
と
き　

３
月
26
日
（
日
）

　

午
前
９
時
集
合

※
雨
天
時
は
原
則
中
止
。

○
集
合
場
所　
Ｊ
Ｒ
神
埼
駅

○
行
き
先　

　

森
林
公
園
（
Ｊ
Ｒ
）

○
距
離　

約
10
㎞

○
会
費
（
一
般
）　

２
０
０
円

※
弁
当
持
参

問

江
頭　

☎
５
２
‐
３
８
６
６

【
桜
ま
つ
り
】

○
と
き　

４
月
２
日
（
日
）

　

午
前
10
時
～
午
後
５
時

問

目
達
原
駐
屯
地
広
報
室

　

☎
５
２
‐
２
１
６
１

け
し
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
※
相
談
無
料

○
と
き　

３
月
21
日
（
火
）

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

○
と
こ
ろ　

神
埼
市
商
工
会　

�

（
☎
５
２
‐
７
１
３
１
）

問

佐
賀
信
用
保
証
協
会　

業
務
一
課

　

☎
２
４
‐
４
３
４
２

　

発
達
障
が
い
児
（
者
）
や
そ
の
ご

家
族
等
の
ご
相
談
を
専
門
相
談
員
が

お
受
け
し
ま
す
。

※
要
予
約

○
と
き　

３
月
27
日
（
月
）

　

午
前
10
時
～
午
後
５
時

　
（
原
則
毎
月
第
４
月
曜
日
、
１
回

50
分
）

○
と
こ
ろ　

神
埼
町
保
健
セ
ン
タ
ー

問
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　

そ
れ
い
ゆ

　

☎
０
９
０
‐
６
２
９
６
‐
７
５
５
０

募集種目 受験資格 受付期間 試験日 試験場所
陸海空自衛官候補生（男性） 18歳以上27歳未満の方 年間を通じて行っています。

４月以降 決定後お知ら
せします。

予備自衛官補
一般：18歳以上34歳未満

４月７日まで技能：18歳以上54歳未満
（国家資格保有者）

医科・歯科幹部自衛官 医師・歯科医師の免許取得者
（経験年数等条件有） ４月21日まで

一般幹部候補生 
（一般・歯科・薬剤科） 詳しくはお問い合わせください。 ５月５日まで

※自衛隊説明会を開催します。○とき 4月23日（日）10：00 ～ 16：00　○ところ 神埼市中央公民館　
　【説明種目】自衛官採用全種目（自候生・曹候生・航空学生・防大・防医大（医学・看護）・高等工科）など　お気軽に御来場ください。

◎問い合わせ　自衛隊佐賀地方協力本部　鳥栖地域事務所　☎0942-83-4077
　　　　　　　総務課　秘書広報係　☎37-0088自衛官募集案内自衛官募集案内

平和を仕事にする
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くらしの相談（行政書士会　東部支部）

行政・人権相談

家庭児童相談・母子父子自立支援相談

もの忘れ相談室

いじめ・体罰・悩み等相談

いじめ・体罰等相談窓口

と　き ところ

３月
3日（金）

10：00～12：00

神埼市役所 ３－３会議室東側
10日（金） 千代田支所 ２－３会議室

４月
7日（金） 神埼市役所 ３－３会議室東側

14日（金） 千代田支所 ２－３会議室
○内容　遺言、相続、土地の境界、離婚、農地転用など

と　き ところ

３月
10日（金） 9：00～12：00 脊振支所 １号会議室
14日（火） 13：00～16：00 千代田支所 ２－３会議室
27日（月） 13：00～16：00 神埼市役所 ３－３会議室東側

４月
11日（火） 13：00～16：00 千代田支所 ２－３会議室
14日（金） 9：00～12：00 脊振支所 １号会議室
17日（月） 13：00～16：00 神埼市役所 ３－２会議室

○内容　国や県、市など行政機関の業務に関する苦情・要望

　　　　人権に関わる困りごとや心配ごとなど

◎問い合わせ　神埼市役所　総務課　　　　☎37-0088

　　　　　　　千代田支所　総合窓口課　　☎44-2111

　　　　　　　脊振支所　　総合窓口課　　☎59-2111

　家庭での子どもに関する悩み事、児童に関する問題、母子
父子家庭等・寡婦の方の自立支援のための相談など、お気軽
にご相談ください。
○と　き　月曜日～金曜日（祝日を除く）
　　　　　 9：00 ～ 16：00
○ところ・問い合わせ
　神埼市役所　福祉課　☎37-0110

　神埼市内にお住まいの方で、もの忘れや認知症について不
安に思っている方・そのご家族など専門の医師が相談に応じ
ます。ただし、すでに専門医を受診されている方、もの忘れ
や認知症で治療されている方は除きます。
○と　き　３月10日（金）15：00 ～ 17：00
○ところ　千代田町保健センター
○受　付　当日の11：00まで　※要予約
○定　員　３人（１人40分程度）
◎予約・問い合わせ
　神埼市役所　高齢障がい課（おたっしゃ本舗神埼）　
　☎37-0111

　学校生活や家庭生活の中での心配ごとや悩みごとなど、一
人で悩まないでご相談ください。
○と　き　月・木曜日（祝日を除く） 8：30 ～ 17：15
○ところ　千代田支所　２－３会議室
◎相談専用電話　☎44-5622

　教育委員会では、いじめ・体罰等相談窓口を設置してい
ます。
○と　き　月～金（祝日を除く）8：30 ～ 17：15
○ところ　教育委員会　学校教育課
◎問い合わせ
　神埼市教育委員会　学校教育課　☎44-2384

司法書士無料相談

消費生活相談

生活困窮の相談窓口

○と　き　３月16日(木）  10：00 ～ 12：00
○ところ　神埼市役所　３－２会議室
○定　員　４人（１人30分）　　※要予約
○受　付　３月13日（月）まで
◎問い合わせ
　総務課　秘書広報係　☎37-0088

　仕事や生活のことでお困りの方、借金でお悩みの方、病気
や障がい、その他さまざまな理由で経済的にお困りの方、ひ
とりで悩まないで気軽にご相談ください。専門知識を有した
相談支援員が、あなたに寄り添いながら他の専門機関と連携
し、解決に向け、ともに考え、取り組みます。
◎申込・問い合わせ　神埼市生活自立支援センター
　☎97-6730（千代田町福祉センター内）

と　き　 ところ・問い合わせ

毎週火・金曜日

  9：00～12：00
13：00～15：00

神埼市役所  商工観光課  ☎37-0107

毎週木曜日 吉野ヶ里町（東脊振庁舎）☎37-0350

毎週月・水曜日 みやき町（三根庁舎）☎0942-96-5534

第２・４金曜日 上峰町役場　☎52-2181

毎　　日   9：00～17：00 佐賀県消費生活センター　☎24-0999

※消費生活相談窓口は広域連携をしていますので近隣市町でも相談可能です。

アバンセの女性総合相談
【法律相談】※要予約
女性の弁護士が相談をお受けします。
○と　き　３月４日（土）、16日（木）
　　　　　13：00 ～ 16：00

【こころの相談】※要予約
女性の臨床心理士が相談をお受けします。
○と　き　３月18日（土）　14：00～16：00
◎相談・問い合わせ
　アバンセ女性総合相談　☎26-0018

○とき　　３月16日（木）　13：30 ～ 16：30
○ところ　千代田町福祉センター
○受付　　３月14日（火）まで　※要予約
○定員　　６人（１人30分）
◎問い合わせ
　神埼市社会福祉協議会　☎44-3121

弁護士無料法律相談（社会福祉協議会）
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〒842-0002　
神埼町田道ヶ里2275-8
TEL/FAX：0952（52）8042
HP：ajyo-soy.com　17：00～営業

★お料理の味が一層まろやかに！
　水道配管直結タイプの《FFC元始活水器》を
　導入しました。
★お昼12：00～夕方17：00まで
　テイクアウトタイム！お電話下さい。
・中華はちもり（全８品５～６人前）要予約
　　　　　　　　　　￥11,000（税込み）
・手作り点心（冷凍お渡しでお得です）

有
料
広
告

有
料
広
告

 
神埼市のよさを発見～子どもマイスターに認定～

平成28年度　「子どもマイスター」　　※敬称略

　市内の児童生徒が郷土への関心を深め、郷土を愛
し、郷土を誇りに思う心を育むことを目的に、今年
度から市内全小中学校で「神埼・ふるさと学習」に
取り組んでいます。
　子どもたちは、それぞれ研究課題を設定し、調査
活動を行いました。その後、調べた内容や自分の考
えをまとめ、一人ひとりが研究論文を作成しました。
　12月８日に、「神埼・ふるさと学習」子どもマイ
スター選考委員会を開催し、各学校から選出された
23人の中から特に優秀な研究論文を作成した小学

生４人を「子どもマイスター」に認定しました。また、
「優秀子ども学芸員」として19人を選出し、認定証
が贈られました。
　来年度以降も「神埼・ふるさと学習」は継続され
ます。この学習をとおして、神埼市の魅力を再発見
し、ふるさと神埼を愛する子どもが育っていくこと
を強く願っています。

◎問い合わせ
　学校教育課　教育指導係　☎44-2384

▲永池 美陽
　（仁比山小学校４年）

「昔の仁比山かくれた主役
　水車の里遊学館仁比山水車」

▲宮田　優
　（脊振小学校４年）

「脊振の見所」

▲中原　菜那
　（千代田中部小学校３年）

「ヒシからできるもの・育ち方
　　　　　とくすること」

▲三村 保慶
　（神埼小学校３年）

「わたしたちの町の
　　じまんはなんだろう?!」

※研究論文は、３月中に千代田支所、神埼市中央公民館、脊振公民館に掲示しています。
　ぜひ、ご覧ください。

 税金をもっと身近に～租税教室を開催～
　小学生に税金のことを知ってもらおうと、12月
から１月にかけて脊振小学校、仁比山小学校、千代
田西部小学校で租税教室を開催しました。
　脊振小６年生18人、仁比山小６年生45人、千代
田西部小６年生29人が、市の税務課職員から税金
の種類などの説明を受け、税金が無くなった世界を
描いたアニメーションを鑑賞。その後、実際の１億
円と同じ大きさ、重さの見本を実際に持ち、税金１
億円の使い道を話し合い、さまざまな意見が子ども
たちから出されました。
　授業終了後には、「税金はいらないと思っていた

けど、色々なところで役立っていることよくわかり
ました」との声が聞かれました。

▲
脊
振
小
学
校
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城原川ダム建設へ向けて

佐賀県農業賞を受賞

ごみ処理施設建設へ向けて

韓国ハンドボールリーグの強豪
市長を表敬訪問

　城原川ダム建設に向け、今後必要となる調査を円
滑に実施するため「城原川ダム詳細調査に関する協
定書」の調印式が、１月20日、神埼市役所で行われ
ました。
　今回、水没対象予定区域の住民３団体の城原川ダ
ム対策委員会（眞島修会長）、城原川ダム対策同盟（實
松英治会長）、城原川ダム水没者対策協議会（松永梅
治会長）と国土交通省との間で協定が結ばれ、松本
市長と和泉惠之県土整備部長も立会人として立ち会
いました。
　今後、国から実施予定地の生活再建に向けた調査
や技術的調査等が実施されます。

　１月26日、平成28年度佐賀農業賞受賞者表彰式
が行われ、中島辰義さん・美千子さん（千代田町下
神代）夫妻とＪＡさが神埼地区アスパラガス部会が
ともに優秀賞を受賞されました。さらに、特別賞と
して中島さん夫妻は佐賀新聞社賞、同アスパラガス
部会は佐賀県農業協同組合中央会長賞も受賞されま
した。
　中島さんは、イチゴ農家として収量向上に取り組
まれており、地区トップクラスの生産量を実現され
ています。また、若手の育成にも尽力されるなど地
域のリーダーとしても活躍されています。
　アスパラガス部会は、10ａ当りの出荷量と販売金
額について５年連続県内トップを維持され、就農希
望者の研修受け入れやサポートを行われるなど地域
農業の発展にも尽力されています。

　神埼市を含む県東部の２市３町でつくる佐賀県東
部ブロックごみ処理施設建設協議会で、新たなごみ
処理施設の建設とその管理運営に関する覚書の調印
式がみやき町の鳥栖・三養基西部環境施設組合の溶
融資源化センターで行われました。
　これまでに関係市町である神埼市、鳥栖市、吉野ヶ
里町、上峰町、みやき町の２市３町での協議会を５
回開催してきました。基本的な事項の協議が整った
ことにより、覚書を締結したもので、今後この覚書
をもとに新たに一部事務組合を設置し、平成36年４
月の施設稼働を目指します。

　ハンドボール韓国リーグの強豪「仁川都市公社」が、
トヨタ紡織九州（株）「レッドトルネード」との合同
強化合宿を行うために来佐し、１月16日、市長を表
敬訪問しました。
　チーム代表のカン・イルグ氏（チームマネージャー）
は、「我々チームも、レッドトルネードと同じく地域
の方々と一緒になってチームの発展に取り組んでい
る。これを機にレッドトルネードとの合宿を今後も
続けていきたい」と話されました。
　レッドトルネードの韓国チームとの合同強化合宿
は、昨年12月の「ＳＫホークス」に続き２回目。前
回の実績から、今回の合宿が実現しました。今後の
両チームの活躍が期待されます。

▲中島さん夫妻 ▲アスパラガス部会
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古代路を駆け抜けて
～第23回吉野ヶ里ロードレースin神埼市～

　１月22日、第23回吉野ヶ里ロードレースin神埼市（神
埼市体育協会・佐賀新聞社主催）が吉野ヶ里歴史公園で
開催され、市内外から約1,200人が参加し、弥生の風景
を楽しみながら、健脚を競いました。
　当日は、冷たい風が吹きつける寒さが厳しい天候でし
たが、練習の成果を発揮しようと意気込む選手や仲良く
ジョギングを楽しむ親子など、参加者それぞれが古代ロ
マンあふれるコースを清々しく駆け抜けました。
　今回も、招待選手に地元出身の柳川春己さん、特別招
待選手に箱根駅伝の常連校である東洋大学陸上競技部の
選手３人を迎え、参加された10kmコースでは終始先頭
集団を引っ張るなど、大会を盛り上げていただきました。

◎問い合わせ　神埼市体育協会事務局　☎52-3750

《第23回吉野ヶ里ロードレースin神埼市　成績一覧表》
部門 １位 ２位 ３位

４㎞男子
氏  名 久原 海聖 北島 稔大 前田 未知也

所  属 鳥栖工業高校 鳥栖工業高校 鳥栖工業高校

４㎞女子
氏  名 前田 月野 古賀 詩乃 外山 春美

所  属 神埼高校陸上競技部 神埼高校陸上競技部 佐世保市

10㎞男子
氏  名 鶴田 健太 福田 憲互 吉田 翔

所  属 鳥栖工業高校 西九福祉会 三養基陸協

10㎞女子
氏  名 立石 星花 酒見 範子 石丸 尚美

所  属 鳥栖工業高校 さけみチーム 大牟田市

来
年
の
箱
根
駅
伝
は
、

絶
対
優
勝
し
ま
す
!!

あ
～

　
　

残
念
・
・
・

▲招待選手の
　柳川春己さん

▲やっぱり速い！

　　　東洋大学３選手

▲大盛り上がりの抽選会 ▲最後まで全力疾走

▲沿道には大勢の応援者が
　　　　　　　駆けつけました
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ＦＭ佐賀　
【放送時間】 毎週水曜
　　　　 　12：00～12：55
【ＦＭ佐賀のホームページ】
http://www.fmsaga.co.jp

間】毎週水曜
ＭＹ ＤＥＡＲ 神埼

FM佐賀

～つれづれなるままに～
ナビゲーター：おのくみこ
つれづれなるままに
MY DEAR　神埼

　2016年度も残すところあとひと月となり、ＦＭ
佐賀で神埼市の広報番組「MY DEAR 神埼」がス
タートしてまもなくまる７年。
　そして私がこの市報かんざきのコラム？を担当さ
せていただくようになってまる４年が経とうとして
います。
　「MY DEAR 神埼」がこのコラム欄を担当するよ
うになったのは、番組がスタートして２年目、当時
の神埼市役所「市報」担当さんからお声かけいただ
き、もともと文章を書くのが好きだった野村君が書
くようになったのが始まりでした。その頃は、私以
外のスタッフの任期が１年と決まっていた為、翌年
は３年目のスタッフの内田君が、そして内田君が番
組を卒業するにあたり、４年目以降は満を持して？
私が担当するようになってから４年となります。
　実際に毎月書かせていただくようになってからと
いうもの、取材で訪れた先々で市民の皆さんから「市
報読んでますよ！」「市報の人でしょ！」と今まで
以上にお声をかけていただくようになり、いかに市
民の皆さんが、市報をしっかりと隅々まで読んでく
ださっているかを知ることが出来ました。
　また、そんな皆さんの反応が嬉しく、私自身、毎月
ちょっと大変だけど（苦笑）楽しみにもしていました。
　その半面、それだけ沢山の皆さんにお読みいただ
いている市報の大事な紙面を、私のつたない文章で
スペースを取っていただく事が申し訳ない、という
思いが年々強くなってきました。このスペースがあ
れば、市民の皆さんが必要としてらっしゃる情報を
１つでも多く掲載することができるのに。との思い
もあり、４年間続けてきたこのコーナーに区切りを
つけさせていただこうと思います。

　自分で決め、申し出た事な
のに、正直この最後の文章を
書きながらも、寂しく「今な
らまだ撤回できるかな？」そ
んな思いもよぎります。
　それくらい市報を通して
その時々の「MY DEAR 神
埼」の事をお伝え出来た４年間は
本当に楽しく良い経験となりました。
　そして来月の新年度からは「MY DEAR 神埼」自
体も何かしら変化の時を迎えるかもしれません。市
報でお伝えするのは今月で最後となってしまいます
が、「MY DEAR 神埼」も、神埼市と共に常に新しく
変化し、前に進んでいきたいと思っています。また
私としては、これからも変わらず大好きな脊振・神埼・
千代田それぞれの町に日々出没しますので、引き続
き、あなたの町で見かけたら、今まで通り「市報の
人！」とお声をかけていただけると嬉しいです(*^^*)
　最後になりましたが、今まで４年間、私の拙い文
章にお付き合い頂き、本当に本当にどうもありがと
うございました　m(__)m

2017年３月
『MY DEAR 神埼』ナビゲーターおのくみこ

最終回
「～ひとつの区切りを迎える日によせて ～」

◎申込・問い合わせ　
　吉野ヶ里公園管理センター
　☎55-9333

吉野ヶ里歴史公園から
熱気球搭乗体験

○開催期間　３月４日（土）、５日（日）、11日（土）、
　　　　　　12日（日）、18日（土）、19日(日)、20日（月・祝）
　　　　　　の７日間
○開催時間　９：00 ～
○定員　先着２００名様
○参加費　無料　※入場料は必要です。
　（大人420円、子ども80円、シルバー 200円）
○場所　南のムラ

　今年も吉野ヶ里公園では、熱気球の搭乗体験を開催します。公
園は広いので、全体を把握するのはなかなか難しいです。空から
見下ろすほかありません。
　日本最大級の環濠集落を観察したり、春はキジもよく現れます。
上空から野生のキジを探したり、３月４日（土）からは臨時駐車
場で「花とみどりの市」も開催されており、その様子を上空から
見たり、広い佐賀平野や有明海、遠くは雲仙まで眺望できます。
　今、私たちが生活している神埼市の様子も上空からよく見えま
すので、ぜひこの機会に熱気球の搭乗体験にご参加ください。
※天候等により急きょ中止の場合があります。

熱気球からの
遺跡展望 のお知らせ

皆さんのご来園を
お待ちしています！
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に
子
ど

も
の
目
が
キ
ラ
キ
ラ
し
て
い
る
」
こ
と
に
気

づ
き
、
高
橋
さ
ん
の
教
室
に
通
う
こ
と
を
勧

め
ま
し
た
。
今
は
毎
月
２
回
習
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
小
学
生
の
時
、
津
軽
三
味
線
で
活

躍
す
る
「
吉
田
兄
弟
」
が
テ
レ
ビ
の
特
番
で

脊
振
小
学
校
に
招
か
れ
ま
し
た
。
演
奏
会
の

後
、
浄
徳
寺
で
吉
田
兄
弟
と
一
緒
に
弾
い
た

こ
と
も
大
き
な
影
響
を
与
え
た
よ
う
で
す
。

二
人
は
津
軽
三
味
線
の
魅
力
に
つ
い
て
、「
三

本
の
弦
を
使
っ
て
迫
力
の
あ
る
い
ろ
い
ろ
な

音
を
奏
で
る
こ
と
で
き
る
」
と
話
し
て
い
ま

し
た
。

　

中
学
生
と
な
っ
た
今
は
、
部
活
の
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
津
軽
三
味
線
の
け
い
こ
と

忙
し
い
日
々
を
送
っ
て
い
ま
す
が
、
二
人
は

「
趣
味
と
し
て
、
一
緒
に
津
軽
三
味
線
を
続

け
て
い
き
た
い
と
」
と
語
っ
て
い
ま
し
た
。 千々岩慈

じ

音
おん

君・大
だい

智
ち

君
　　（脊振町久保山）

津
軽
三
味
線
に
打
ち
込
む
兄
弟

※右が慈音君、左が弟の大智君です。

〈
最
終
回
〉
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